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序

論 

 
私

た

ち
は

生
き

て

い
る

限

り

「
死

」
か

ら

逃
れ

る

こ

と
は

で
き

な

い
。

病

の

末
に

、
あ

る

い
は

老

い

の
末
に
死

ぬ
こ
と

は

避
け
ら

れ

な

い

。
し

か
し

、

自
死

・

自

殺
は

防
げ

る

死
で

あ

る

。
で

は
な

ぜ

、
毎

年

自

殺
者

が
あ
と

を
絶

た

な
い
の

か
。

そ

れ
は

、
私
た
ち

が

自

死

・
自

殺
や

自

死
遺

族

に

対
し

て
正

し

い
理

解

を

し
て

お
ら

ず

、
他

人

事

の
よ

う
に

感

じ
な

が

ら

生
き
て
き

た
結
果

で

は
な
い

だ

ろ

う

か
。

自
死

・

自
殺

は

決

し
て

他
人

事

で
は

な

く

、
誰

に
で

も

起
こ

り

得

る
こ

と
で

あ

る
。

ま

た

、
自
死
・

自
殺
に

対

し
て
無

知

で

あ

る
が

ゆ
え

の

偏
見

の

目

が
、

自
死

遺

族
を

苦

し

め
て

い
る

こ

と
も

知

っ

て
お

か
な

け

れ
ば

な

ら

な
い
。
私

た
ち
の

何

気
な
い

視

線

や

態
度

、
言

葉

が
容

易

に

人
を

死
に

追

い
や

っ

て

し
ま

う
と

い

う
事

実

を

知
っ

て
お

か

な
け

れ

ば

、
自
死
・

自
殺
は

い

つ
ま
で

経

っ

て
も

な

く
な

る

こ
と

は

な
い

だ

ろ
う

。
し
た

が

っ
て

、
自

死
・
自
殺

に

つ
い

て
正
し

く

理
解
す

る
こ

と

は
、
自
分
の

た

め
に

も
、

人

の

た
め

に

も
非

常

に
有

効

で
あ

る

。 

本

編

で

は
、

自
死

・

自
殺

問

題

の
現

状
、

仏

教
で

の

自

死
・

自
殺

の

捉
え

方

、

仏
教
者
の

活

動
、

自
死

遺
族
ケ
ア

・

支
援
な
ど
を

論

じ

た

上
で

、
自

死

・
自

殺

に

つ
い

て
考

察

し
て

い

く

。
ま

た
、

自

死
・

自

殺

に
つ
い
て

論

じ
る
に

あ

た
り

、
そ

の

表
現

の

違
い
に

つ

い

て

、
「

自

死
・

自
殺

」

の
表

現

に
関

す

る
ガ

イ

ド
ラ

イ

ン
に

よ

る
と

、 

⑴

行

為
を

表

現
す

る

と
き

は

「
自

殺

」
を

使

う
１ 

⑵

多

く
の

自

殺
は
「

追
い

込

ま
れ

た

末
の

死

」
と

し

て

、
プ

ロ
セ

ス

で
起

き
て
い

る

こ
と
を

理
解

し

、「
自
殺

し
た

」
で
は
な
く 

「

自

殺
で

亡

く
な

っ

た
」

と

表
現

す

る
２ 

⑶

遺

族
や

遺

児
に

関

す
る

表

現
は

「

自
死

」

を
使

う
３ 
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と

あ

る

。
一

般
的

に

は
「

自

殺

」
と

い
う

表

記
が

用

い

ら
れ

て
い

る

が
、

自

殺

と
い

う
言

葉

に
は

「

殺

」
の
文
字

が
含
ま

れ

て
い
る

よ

う

に

印
象

が
あ

ま

り
良

く

な

く
、

こ
れ

で

は
偏

見

は

な
く

な
ら

な

い
。

自

死

遺
族

が
世

間

か
ら

の

偏

見
の
目
に

苦
し
む

こ

と
の
な

い

よ

う

、
ま

た
、

自

死
・

自

殺

に
対

し
て

正

し
い

捉

え

方
を

し
て

も

ら
え

る

よ

う
、

一
般

通

称
の

「

自

殺
」
と
自
死

遺
族

に

配
慮
し

た

「

自
死

」

の
両

方

を
併

記

し
、

こ

の
論

文

内
で

は

「
自

死

・
自

殺

」
に

統

一
し
て

論
じ

て

い
き

た

い
。 

   

本

論 

 

第

一
章 

自
死

・

自
殺

の

現
状 

 
 

第
一

節 

日

本

と
世

界

の
自

死

・
自

殺

問
題

の

現
状 

自

死

・

自
殺

は
深

刻

な
社

会

問

題
で

あ
る

。

日
本

で

は

、
一

九
九

八

年
（

平

成

一
〇
年
）

か

ら
二
〇

一

一
年

（
平

成

二
十

三
年
）

ま

で

自

殺
者

数
は

三

万
人

を

超

え
て

い
た

が

、
二

〇

一

〇
年

（
平

成

二
十

二

年

）
以
降
、

一

〇
年

連

続

で
減
少
し

て
い
る

。

二
〇
一

八

年

（

平
成

三
〇

年

）
の

自

殺

者
数

は
二

万

八
四

〇

人

で
あ

り
、

一

九
八

一

年

（
昭
和
五

十

六
年
）

以

来
、

三
十

七

年
ぶ

り

に
二
万

千

人

を
下

回

っ
た

。
ま
た

、
二
〇

一
九

年
（

令
和

元

年
）
の
自

殺

者
数
は

二

万
一

六

九
人

と

な
り

、
一
九

七
八

年
（

昭
和

五

十
三

年

）

か

ら

始

め
た

自
殺

統

計
の

中

で

過
去

最
少

と

な
っ

て

い

た
が

、
二

〇

二
〇

年

（

令
和

二
年

）
は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ
ル

ス
の
影

響
に
よ

り

、

自

殺
者

数
が

二

万
九

一

九

人
と

な
っ

た

。
し

か

し

自
殺

者
数

が

減
少

し

て

い
る
と
は

い

っ
て
も

、

二
万

人
を

超

え
る

人

が
自
ら
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命

を

絶

っ
て

し
ま

う

と
い

う

現

状
は

異
常

で

あ
り

、

決

し
て

あ
っ

て

は
な

ら

な

い
こ

と
で

あ

る
。

一

方

、
諸
外
国

に
お
け

る

自
死
・

自

殺

の

現
状

は
ど

う

な
っ

て

い

る
の

だ
ろ

う

か
。

厚

生

労
働

省
が

世

界
保

健

機

関
（

以
下

「

Ｗ
Ｈ

Ｏ

」

と
い
う

。
）

資
料

（
「

自
殺
を

予

防

す
る

世

界
の

優

先
課

題

」
）
を

基

に
作

成
し

た

デ
ー

タ

に
よ

る

と
、 

自

殺

は

２
０

１
２

年

の
世

界

の

全
死

亡
の

１

．
４

％

を

占
め

、
主

要

な
死

因

の

１
５

位
と

な
っ
て

い
る

。
自

殺
死
亡

率
は

１
５

歳

以

下

が
最

も
低

く

、
７

０

歳

以
上

が
最

も

高
い

と

い

う
こ

と
が

世

界
的

な

傾
向
と

な
っ

て
い
る

が
、

年
齢

別
に
み

る
と
、
１

５

歳

～

２
９

歳
ま

で

で
は

、

自

殺
が

全
死

亡

の
８

．

５

％
を

占
め

、

主
要

な

死
因
の

第
２

位
で
、

３

０

～
４
９
歳

ま
で
で

は
自

殺

は

全
死

亡

の
４

．
１
％

を

占
め

、
主

要

な
死
因

の

第
５

位

と
な

っ

て
い

る

な
ど

、
年

齢
に
よ
っ
て

違
い

が

み
ら

れ

る
。
一

方
、

高

所

得

国
に

お
い

て

は
、

１

５

～
２

９
歳

で

は
、

自

殺

が
全

死
亡

の

１
７

．

６

％
を
占
め

、

男
女
と

も

に
主

要
な

死

因
と

な
っ

て

い

る
。
４

（
「

巻

末

資
料

一

」
参

照

） 

と

さ

れ

て
い

る
。

ま

た
、

日

本

を
は

じ
め

、

オ
ー

ス

ト

ラ
リ

ア
、

カ

ナ
ダ

、

フ

ィ
ン

ラ
ン

ド

、
フ

ラ

ン

ス
、
ド
イ

ツ
、
イ

タ

リ
ア
、

ニ

ュ

ー
ジ

ー

ラ
ン

ド

、
韓

国

、
ロ

シ

ア
、

イ

ギ
リ

ス

、
ア

メ

リ
カ

の

主
要

十

二
か
国

の
自

殺

者
数

の

推
移

に
つ
い

て
み
て

い
く
と
、 

１

９

９
０

年

時
点

で

は
、
ロ
シ

ア

が
約

４
万

人
で

最

も
多

く
、
次
い

で
米

国

が
約

３

万
人
、
日
本

が
約
２

万

人
と

続
い
て

い
る
。

１

９

９

０
年

時
点

で

自
殺

者

数

が
１

万
人

を

超
え

て

い

る
の

は
、

１

２
か

国

中

、
ロ

シ
ア

、

米
国

、

日

本
、
ド
イ

ツ
、
フ

ラ
ン

ス

の

５

か
国

と
な

っ

て
い

る

。

他
の

国
に

つ

い
て

み

る

と
、

英
国

と

イ
タ

リ

ア
が
４

，
０

０

０
人

ま

で
の
間

、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

が

約
２

，
０

０

０
人
、
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド

が
１
，
０

０
０

人
前

後
、
ニ
ュ

ー

ジ
ー

ラ
ン
ド

が

５
０

０

人
前

後
で
推

移

し
て
い

る
。

５

１

２

か

国

全

て

の

統

計

デ

ー

タ

が

揃

う

最

新

年

の

２

０

１

１

年

時

点

を

み

る

と

、

米

国

が

４

万

人

を

超
え

て
最

も

多

く

、

次
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い

で

、

ロ
シ

ア
、

日

本
、

韓

国

と
続

い
て

い

る
。

１

９

９
０

年
時

点

と
２

０

１
１
年

時
点

と
を
比

較
す

る
と

、
１

９
９
０

年
時

点

で

は

ロ
シ

ア
が

最

も
多

く

、

２
０

１
１

年

時
点

で

は

米
国

が
最

も

多
く

な

っ
て
い

る
と

い
う
違

い
は

あ
る

が
、
日

本
は

１
９

９

０

年

時

点

、

２

０

１

１

年

時

点

と

も

に

１

２

か

国

中

３

番

目

に

自

殺

者

数

が

多

い

国

と

な

っ
て

い
る

。
６

（
「

巻

末

資
料

二

」

参

照

） 

次

に

、
主

要

一
二

か

国
の

自

殺
死

亡

率
の

推

移
に

つ

い
て

み

て
い

く

と
、 

１

９

９

０
年

時
点

で

は
、

フ

ィ

ン
ラ

ン
ド

が

約
３

０

．

０
で

最
も

高

く
、

次
い

で
、

ロ
シ
ア

が
２
５

．

０
を

超
え

て

２
番

目
に

高

く

な

っ
て

い
る

。

フ
ラ

ン

ス

、
ド

イ
ツ

、

日
本

と

続

い
て

い
る

。

そ
の

他

の
国
を

み
る

と
、
１
０

．

０
か

ら
１

５

．
０

の
間

は

、

ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ

ン
ド

、

オ

ー
ス

ト
ラ

リ

ア
、

カ

ナ

ダ
、

米
国

の

４
か

国
、

１
０

．
０
を

下
回

っ

て
い
る

の
は

、

英
国

、
イ

タ

リ

ア
、
韓

国
の

３

か
国

と

な
っ

て

い
る

。
７

１

２

か

国
全

て

の
統

計

デ
ー

タ

が
揃
う

最
新

年

の
２
０

１
１

年

時
点

を

み
る

と
、

韓

国

が

３
０

．
０

を

超
え

て

最

も
高

く
、

次

い
で

、

日

本
、

ロ
シ

ア

、
フ

ィ

ン
ラ
ン

ド
、

フ
ラ
ン

ス
と

続
い

て
い
る

。
日
本
は

１

９

９

０
年

時
点

で

は
５

番

目

に
自

殺
死

亡

率
の

高

い

国
で

あ
っ

た

が
、

２

０

１
１
年
時

点

で
は
、

韓

国
に

次
い

で

２
番
目
に

自

殺

死
亡

率

が
高

い

国
と

な

っ
て

い

る
。
８

（
「

巻

末

資
料

三

」
参

照

） 

こ

れ

ら

の
デ

ー
タ

か

ら
も

わ

か

る
よ

う
に

、

諸
外

国

と

比
較

す
る

と

、
日

本

の

年
間

自
殺

者

数
は

多

く

、
自
殺
死

亡
率
も

高

い
こ
と

が

わ

か
る

。 

  
 

第
二

節 

自

死

・
自

殺

の
要

因 
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自

死

・

自
殺

は
様

々

な
要

因

が

重
な

っ
て

生

じ
る

現

象

で
あ

り
、

そ

の
背

景

に

は
社
会
状

況

や
経
済

状

況
な

ど
、

そ

の
他

多
く
の

問

題

が

複
雑

に
絡

み

合
っ

て

い

る
。

日
本

で

は
、

自

死

・
自

殺
は

偏

見
を

持

た

れ
て
お
り

、

自
死

・

自
殺
す

る
人

は

「
弱

い
」
、
「
卑

怯

」
な

ど

と
い

っ
た

イ
メ

ー

ジ
が

根

付
い

て

い
る

が

、
自

死
・
自

殺
は
「

さ

ま

ざ

ま
な

問
題

を
抱
え

た
末
の
「

強
制

さ
れ

た

死
」
」
９

で

あ

る
こ

と

を
私

た

ち
は

理

解
し

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。
自
死

遺

族
の
文

集

が
収
録

さ
れ

て

い
る
『
自
殺

っ
て

言
え
な
か
っ

た

。
』
の

中

に

は

、
世

間
の

目

を
気

に

し

て
、

身
内

が

自
死

・

自

殺
で

亡
く

な

っ
た

と

い

う
こ

と
を
隠

し
な

が

ら
生
活

し
て

い

る
と

い
う
体
験

談

が

多

く
寄

せ
ら

れ

て
い

る

。

そ
こ

か
ら

、

自
死

遺

族

は
世

間
か

ら

の
視

線

を

気
に

し
な

が

ら
、

誰

か

に
相
談
し

た
く
て

も

相
談
で

き

な

い

と
い

う
非

常

に
苦

し

い

状
況

の
中

で

生
き

て

い

る
と

い
う

こ

と
が

読

み

取
れ

る
。

相

談
し

た

く

て
も
相
談

し
づ
ら

い

と
い
う

現

状

は

、
ネ

ガ
テ

ィ

ブ
な

思

考

を
否

定
し

、

前
向

き

に

考
え

て
生

き

て
い

こ

う

と
い

う
よ

う

な
社

会

の

風
潮
に
よ

る
も
の

な

の
で
は

な

い

か
。 

ま

た

、

自
殺

者
数

の

男
女

比

は

、
警

視
庁

の

デ
ー

タ

に

よ
る

と
、

一

九
八

七

年

（
昭
和
五

十

三
年
）

か

ら
二

〇
一

九
年
（

令
和
元

年

）

ま
で

一

貫
し

て

、
女

性

よ
り

も

男
性

の

方
が

高

い
と

い

う
結

果

が
示

さ

れ
て
い

る
。

こ

の
性

差

に
つ

い
て
の

仮
説
の

中

に
、 

①

衝

動

性
を

コ
ン

ト

ロ
ー

ル

す

る
能

力
は

女

性
の

ほ

う

が
優

れ
て

い

る
。

男
性

は
問

題
解
決

場
面

で

、
敵
対

的
、

衝

動
的

、
攻

撃

的

な
行

動

に
及

ぶ

傾
向

が

強
い

。 

②

①

と
も

関

連
す

る

の
だ

が

、
自

殺

を
図

ろ

う
と

す

る
と

き

に
、

男

性
は

よ
り
危

険

な
手
段

を
取

る

傾
向

が

強
い

。 

③

問

題

を
抱

え
た

と

き
に

女

性

の
ほ

う
が

他

者
に

相

談

す
る

と
い

っ

た
行

動
に

対
し

て
抵
抗

感
が

少

な
く
、

柔
軟

な

態
度

を
取

る

こ

と

が
で

き
る

。
「
強

く

な

け
れ

ば
な

ら

な
い

」
「

他
人

に

弱
味

を
見

せ

て
は
な

ら
な

い
」
と

い

っ

た
社

会
的
制

約
が

男

性
で
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は

強

す

ぎ
て

、
問

題

を
抱

え

た

時
に

誰
か

に

相
談

す

る

と
い

っ
た

態

度
が

と
れ

ず
、

す
べ
て

を
一

人

で
抱
え

込
ん

で

し
ま

お
う

と

す

る
傾

向

が
明

ら

か
で

あ

る
。

精

神
科

受

診
に

対

す
る

抵

抗
感

も

一
般

的
に
男

性

の
方
が

強
い

。
１

０ 

と

あ

る

。
男

性
に

は

「
強

く

な

け
れ

ば
い

け

な
い

」
「

泣
い

て

は
い

け
な

い

」
「
家
族

を
養

わ
な
け

れ

ば
い

け
な

い

」
な

ど

、

男
と
し

て

、

ま

た
一

家
の

大

黒
柱

と

し

て
の

役
割

が

求
め

ら

れ

る
た

め
、

周

囲
の

人

に

弱
っ

て
い

る

姿
を

見

せ

る
こ
と
が

で
き
な

い

の
か
も

し

れ

な
い

。
こ

の
よ

う
な
「

男

ら
し

さ

」
を
重
ん

じ

る
思

想

を
マ

ッ

チ
ョ

イ

ズ
ム
１

１

と

い

う

が

、
こ

れ
が
男

性
が
悩

み

を
相
談

で
き

ず

に

自

身
で

抱
え

込

ん
で

し

ま

う
要

因
の

一

つ
と

な

り

得
る

。
こ

う

し
た

社

会

的
制
約
や

風

潮
が
「

相

談
で

き
な

い

社
会

」

を
作
り

出

し

、

人
々

を
さ

ら

に
苦

し

め

て
い

る
の

で

は
な

い

か

。
私

た
ち

は

、
自

死

・

自
殺
に
対

し

正
し
い

理

解
を

し
、

苦

し
み

や

悲
し
み

を

受

け
入

れ

ら
れ

る

社
会

を

築
い

て

い
か

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。 

  

第

二

章 

自

死
・

自

殺
対

策 

 

第

一
節 

自
殺

対

策
基

本

法
に

つ

い
て 

こ

の

よ

う
な

状
況

の

中
、

二

〇

〇
六

年
（

平

成
十

八

年

）
に

自
殺

対

策
基

本

法

が
成
立
し

た

。
こ
れ

は

、
自
死
・

自
殺
は

個
人
だ

け

の

問
題

で

は
な

く

、
社

会

的
に

取

り
組

む

べ
き

問

題
で

あ

る
と

い

う
認

識

を
示

し
て
い

る

。
第
一

条
に
は

、 

こ

の

法

律
は

、
近

年

、
我

が

国

に
お

い
て

自

殺
に

よ

る

死
亡

者
数

が

高
い

水
準

で
推

移
し
て

い
る

状

況
に
あ

り
、

誰

も
自

殺
に

追

い

込

ま
れ

る
こ

と

の
な

い

社

会
の

実
現

を

目
指

し

て

、
こ

れ
に

対

処
し

て
い

く
こ

と
が
重

要
な

課

題
と
な

っ
て

い

る
こ

と
に
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鑑

み

、
自
殺

対
策

に

関
し

、 

基
本

理

念
を

定
め

、
及

び
国

、
地

方

公
共

団

体
等

の
責
務

を

明
ら
か

に
す

る

と
と

も

に
、
自

殺
対

策

の

基

本
と

な
る

事

項
を

定

め

る
こ

と
等

に

よ
り

、

自

殺
対

策
を

総

合
的

に
推

進
し

て
、
自

殺
の

防

止
を
図

り
、

あ

わ
せ

て
自

殺

者

の

親
族

等
の

支

援
の

充

実

を
図

り
、

も

っ
て

国

民

が
健

康
で

生

き
が

い

を
持
っ

て
暮

ら
す
こ

と
の

で
き

る
社
会

の
実
現
に

寄

与

す
る

こ

と
を

目

的
と

す

る
。
１

２ 

と

記

さ
れ

て

い
る

。
こ
の

条

文
の

注

目
す

べ

き
点

は

、「

自
殺

対
策

を
総

合

的
に

推

進

」
、「

自
殺
者

の
親

族

等
の

支

援
の

充

実

」
と

明

記

さ

れ

て
い

る
と

こ

ろ
で

あ

る

。
こ

れ
ま

で

の
日

本

は

、
自

死
・

自

殺
対

策

と

う
つ

対
策

を
同
義

と
捉

え
て

い
た
が

、
一
九

九
八
年

（

平

成

一
〇

年
）

に

自
殺

者

数

三
万

人
を

超

え
る

事

態

と
な

っ
た

た

め
、

う

つ

対
策

だ
け

で

は
不

十

分

で
あ
る
と

判
断
さ

れ

、
さ
ま

ざ

ま

な
取

り

組
み

を

総
合

的

に
推

進

す
る

必

要
が

出

て
き

た

。
ま
た

、
従
来

の

対
策

は
、
個
人

を
対

象

と
し

た
も
の

に
偏
っ

て

お
り
、

自

死

遺
族

に

対
す

る

支
援

等

は
不

十

分
で

あ

っ
た

た

め

、「

自
殺

者
の

親
族

等

の
支
援

の
充

実
」
と

明

確
に

示

さ
れ

て

い
る

の
は
重

要

な

点

で
あ

る

。
自
死
・
自

殺

対
策

は

、
た
だ

自
殺

者

数
を

減

ら
す

た

め
だ

け

で
は

な

く
、「
健
康

で

生
き
が

い
を
持

っ
て

暮

ら
す

こ

と

の

で

き
る

社

会
」
が

実
現

し

た
結

果

と
し

て

、
自

死
・
自
殺

を
選

ぶ

人
が

減

る
と

い

う
の
が

、
目

指
す
べ

き
在
り

方

で
あ
る

。
ま
た
、

自

殺

対

策
基

本
法

に

基
づ

き

、

政
府

が
推

進

す
べ

き

自

死
・

自
殺

対

策
の

指

針

と
し

て
、

自

殺
総

合

対

策
大
綱
が

二
〇
〇

七

年
（
平

成

十

九

年
）

に
策

定

さ
れ

た

。

自
殺

対
策

基

本
法

、

自

殺
総

合
対

策

大
綱

と

も

に
何
度
か

改

正
さ
れ

、

関
係

府
省

で

連
携

し

、
よ
り

一

層

自
死

・

自
殺

対

策
に

取

り
組

む

こ
と

が

定
め

ら

れ
た

。 

 

第

二

節 

自

死
・

自

殺
対

策

と
自

死

遺
族

ケ

ア 
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自

死

・
自

殺
問

題

は
、

プ

リ

ベ
ン

シ
ョ

ン

、
イ

ン

タ

ー
ベ

ン
シ

ョ

ン
、

ポ

ス

ト
ベ

ン
シ

ョ

ン
の

三

つ

の
観
点
か

ら
論
じ

る

こ
と
が

で

き

る
。

そ

れ
ぞ

れ

を
詳

し

く
見

て

い
く

と

、 
自

殺

予
防

は

、
プ

リ

ベ
ン

シ

ョ
ン
（

ｐ
ｒ

ｅ

ｖ
ｅ

ｎ

ｔ
ｉ

ｏ

ｎ
：
事

前
対

応
）
、
イ

ン

タ
ー
ベ
ン

シ

ョ
ン
（
ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ

ｖ

ｅ
ｎ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ
：

危
機

介

入
）
、

ポ

ス
ト

ベ

ン
シ

ョ
ン

（

ｐ

ｏ
ｓ

ｔ
ｖ

ｅ

ｎ
ｔ

ｉ

ｏ

ｎ
：

事
後
対

応
）

の

３
段
階

に
分

類

さ
れ

ま
す
。

プ

リ

ベ

ン
シ

ョ
ン

と

は
、

現

時

点
で

危
険

が

迫
っ

て

い

る
わ

け
で

は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
そ
の

原
因

を

取
り
除

い
た

り

、
教

育
を

し

た

り

す
る

こ
と

に

よ
っ

て

、

自
殺

が
起

き

る
の

を

予

防
す

る
こ

と

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ベ
ン

シ
ョ

ン

と
は
、

今
ま

さ

に
起

き
つ

つ

あ

る

自
殺

の
危

険

に
介

入

し

、
自

殺
を

防

ぐ
こ

と

で

す
。

な
お

、

予
防

に
全

力
を

挙
げ
る

こ
と

は

当
然
で

す
が

、

自
殺

を
１

０

０

％

防
ぐ

こ
と

は

不
可

能

で

す
。

そ
こ

で

、
ポ

ス

ト

ベ
ン

シ
ョ

ン

と
は

、

不
幸
に

し
て

自
殺
が

生
じ

て
し

ま
っ
た

場
合
に
、

遺

さ

れ
た

人

々
に

及

ぼ
す

心

理
的

影

響
を

可

能
な

限

り
少

な

く
す

る

た
め

の

対
策

を

意
味

し
て
い

ま
す
。
１

３ 

と

あ

る

。
こ

こ
で

、

行
政

が

行

っ
て

い
る

自

死
・

自

殺

対
策

の
具

体

的
な

例

を

挙
げ

る
と

、

プ
リ

ベ

ン

シ
ョ
ン
は

各
種
相

談

窓
口
の

充

実

・

周
知

、
相

談

担
当

職

員

を
対

象
と

し

た
研

修

の

実
施

、
う

つ

病
や

自

殺

予
防

の
普

及

・
啓

発

活

動
、
う
つ

自
己
評

価

用
ス
ク

リ

ー

ニ

ン
グ

票
の

普

及
な

ど

が

あ
る

。
イ

ン

タ
ー

ベ

ン

シ
ョ

ン
は

各

種
相

談

活

動
の

実
施

、

自
死

・

自

殺
を
考
え

て
い
る

人

に
対
す

る

相

談

や
避

難
が

で

き
る

場

の

運
営

等
へ

の

支
援

、

一

般
科

医
師

を

対
象

と

し

た
う
つ
病

や

自
死
・

自

殺
に

関
す
る

研
修
、

イ
ン
タ

ー

ネ

ッ

ト
上

の
自

殺

予
告

事

案

等
へ

の
対

応

な
ど

が

あ

る
。

ポ
ス

ト

ベ
ン

シ

ョ

ン
は

自
死

遺

族
等
を

対

象
と

し
た

カ

ウ
ン

セ

リ
ン
グ

の

実

施

、
自

死
遺

族

向
け

リ

ー

フ
レ

ッ
ト

の

作
成

・

配

布
、

自
殺

未

遂
者

向

け

の
ア

フ
タ

ー

ケ
ア

、

自

死
遺

族
の

た

め
の

自

助
グ
ル

ー

プ

の

支
援

な
ど

が

あ
る

。

こ

れ
ら

は
ほ

ん

の
一

部

で

あ
る

が
、

こ

の
他

に

も

多
く

の
対

策

が
実

施

さ

れ
て
い
る

。
こ
こ

で

は
、
ポ
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ス

ト

ベ
ン

シ

ョ
ン

に

あ
た

る

自
死

遺

族
ケ

ア

・
支

援

に
つ

い

て
考

え

て
い

き

た
い

。 

ポ

ス

ト
ベ

ン

シ
ョ

ン

は
、
「

自

死
念

慮

者
・
企

図
者
（

未

遂
者

）
へ

の

直
接

的

ケ
ア
で

は
な

い

た
め

、
こ
れ
ま

で
十

分

な
対

応
に
欠

け

て

き
た

」
１

４

と

い
う

現
実

が

あ
る

。
し

か
し

、
一

人

が
自

死
・
自
殺

に
よ

っ

て
亡
く

な
っ

た

場
合

、
そ
の

人
の
ま
わ

り
の

お
よ
そ

四

～

五

人
に

大
き

な

影
響

を

及

ぼ
す

と
い

う

デ
ー

タ

も

あ
り

、
自

死

遺
族

は

深

い
悲

し
み

の
中
で

「
場

合
に

よ
っ
て

は
連
鎖

的
な
自

殺

を

生
じ

る

」
１

５

可

能

性
も

あ

る

。
し
た

が
っ

て
、
自

死

遺

族
ケ

ア
は

、
ポ

ス

ト
ベ

ン
シ
ョ

ン

だ
け
で

は
な

く

、
プ
リ

ベ
ン
シ

ョ
ン

の

観

点

か
ら

も
支

援

し
て

い

く

必
要

が
あ

る

。
ま

ず

、

自
死

遺
族

に

は
死

別

直

後
か

ら
、

経
済
的

・
身

体
的

・
精
神

的
・
社

会
的
な

ス

ト

レ

ス
が

ふ
り

か

か
っ

て

く

る
。

特
に

、

精
神

的

な

苦
し

み
を

「

悲
嘆

（

グ

リ
ー
フ

）
」

と
言
い

、
「
多

く

の
遺

族
は

、

死
別
直
後

か

ら

恐
ろ

し

い
ほ

ど

の
情

緒

的
な

苦

痛

」
１

６

（

ス
ピ

リ

チ
ュ

ア

ル
ペ

イ

ン
）
を

体

験

す
る
。
通
常
、
自

死
遺

族
は

四
つ
の
プ

ロ
セ
ス

を

経

て

回
復

す
る

。

こ
の

プ

ロ

セ
ス

の
こ

と

を
グ

リ

ー

フ
ワ

ー
ク

と

い
う

。

そ

の
グ

リ
ー

フ

ワ
ー

ク

と

い
う
の
は

、
梁
勝

則

氏
に
よ

れ

ば

、 １

．

喪
失

の

現
実

を

受
け

入

れ
る

。 

２

．

悲
嘆

を

苦
痛

な

も
の

と

し
て

受

け
入

れ

る
。

悲

嘆
の

プ

ロ
セ

ス

は
苦

し
み
な

し

に
は
経

過
せ

ず

、
完

了

も
し

な

い
。 

３

．

死
者

と

の
関

連

な
し

に

、
変

化

し
た

環

境
に

適

応
す

る

。 

４

．

死
者

に

注
い

で

い
た

多

大
な

エ

ネ
ル

ギ

ー
を

新

た
な

関

係
に

向

け
変

え

る
。
１

７ 

と

い

う
も

の

で
あ

る
。
こ

の

四
つ

の

プ
ロ

セ

ス
は

、
ウ

ィ

リ
ア

ム
．
Ｊ
．
ウ

ォ

ー
デ

ン
１

８

の
喪

の
課
題

に

基
づ
い

て
い
る
。
そ
れ

は
、 

課

題Ⅰ

：

喪

失
の

現

実
を

受

け
入

れ

る
こ

と
１

９ 
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課

題Ⅱ

：

悲

嘆
の

痛

み
を

消

化
し

て

い
く

こ

と
２

０ 

課

題Ⅲ

：

故

人
の

い

な
い

世

界
に

適

応
す

る

こ
と
２

１ 
課

題Ⅳ

：

新

た
な

人

生
を

歩

み
始

め

る
途

上

に
お

い

て
、

故

人
と

の

永
続

的

な
つ

な

が
り

を
見
出

す
こ
と
２

２ 

と

い

う

も
の

で
あ

る

。
こ

れ

ら

の
プ

ロ
セ

ス

を
促

進

す

る
も

の
と

し

て
、

自

死

遺
族

の
会

や

自
死

遺

族

支
援
団
体

、

行
政

の

支
援
、

仏

教

者

の
活

動
、

葬

儀
や

仏

壇

、
墓

な
ど

は

非
常

に

有

効
で

あ
る

。

た
と

え

ば

、
自

死
遺

族

の
集

い

や

分
か

ち
合

い

の
会

な

ど
で
自

身

の

体

験
を

話
す

こ

と
で

、

つ

ら
い

思
い

を

し
て

い

る

の
は

自
分

だ

け
で

は

な

い
こ

と
を

実

感
で

き

た

り
、
大
切

な
人
を

失

っ
た
現

実

を

少
し

ず

つ
受

け

入
れ

る

こ
と

が

で
き

た

り
す

る

よ
う

に

な
る

。 

し

か

し

、
こ

の

よ
う

な
団

体

や
活

動

が
あ

る

に
も

か

か
わ

ら

ず

、
そ

れ
を

利

用
す
る

こ
と

が

難
し

い

と
感

じ
る
自
死

遺
族

も

い
る
。

そ

の

背

景

に

は

、
「

地
域

的

な

偏

在

が

大

き

す
ぎ

る

」
２

３

こ

と

や

、

支

援
団

体

の

数

が

少

な

い

こ
と

、
そ

し

て
、

ま

わ

り
か
ら

の

目

が

気

に

な
る

と
い

う

問
題

が

あ

る
。

一
方

、

支
援

団

体

側
に

も
、

ス

タ
ッ

フ

の

人
手
不
足

や

、
場
所

の

確
保

、
ス

タ

ッ
フ

の

養
成
な

ど

の

課
題

が

あ
り

、

な
か

な

か
会

を

開
く

こ

と
が

で

き
な

い

と
い

う

現
状

が

あ
る

。 

ま

た

、

各
都

道
府

県

の
地

方

公

共
団

体
に

お

け
る

自

死

遺
族

支
援

に

つ
い

て

は
、
自

殺
対

策
基
本

法

が

施
行

さ
れ
た

こ
と

や
自
殺

総

合

対

策
大

綱
が

策

定
さ

れ

た

こ
と

に
よ

り

、
そ

の

必

要
性

が
理

解

さ
れ

て

き

た
。

行
政

の

自
死

遺

族

支
援
と
し

て
、
死

別

直
後
に

行

う

手

続
き

な
ど

の

情
報

提

供

や
自

死
遺

族

支
援

団

体

に
関

す
る

情

報
提

供

な

ど
が

一
部

の

例
と

し

て

挙
げ
ら
れ

る
。
し

か

し
こ
の

よ

う

な

支
援

が
あ

っ

て
も

、

そ

の
存

在
を

知

ら
な

け

れ

ば
意

味
が

な

い
。

実

際

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法

人
ラ

イ

フ

リ
ン
ク
が

行
っ
た

「

自
殺
実

態

１

０
０

０

人
調

査

」
２

４

に

よ

れ
ば

、「

死

後
の

様
々

な

手
続

き

の
こ

と

な
ど

、
ど
こ

に
相

談
す
れ
ば

良

い
の
か

わ
か
ら

な
か

っ

た
」



コピー厳禁

11 

 

「

も

っ
と

わ

か
り

や

す
く

情

報
提

供

を
し

て

ほ
し

い

」「

幅

広
く

相
談

で
き

る

窓
口

が

一
括
で

受
け

付

け
、
適
当
な

部
署
に

繋
い
で

ほ

し

い

」
な
ど

と

い
っ

た
自

死

遺
族

の

声
が

多

く
寄

せ

ら
れ

て

い
る

。
こ
れ

ら

の
こ

と

か
ら

見

え
て

く
る
行

政
支
援

に

お
け
る

課
題
は
、

ま

だ

ま

だ
支

援
の

認

知
度

が

低

い
こ

と
、

相

談
窓

口

が

わ
か

り
づ

ら

い
こ

と

、

情
報

提
供

が

足
り

て

い

な
い
こ
と

な
ど
が

挙

げ
ら
れ

る

。 こ

の

よ

う
に

、
自

死

遺
族

支

援

団
体

や
行

政

の
支

援

な

ど
だ

け
で

は

、
十

分

な

自
死

遺
族
ケ

ア
が

で

き
な
い

と
い

う
部
分

も
あ
る

た

め

、
や

は

り
周

囲

の
人

の

協
力

は

必
要

不

可
欠

で

あ
る

。

し
か

し

、 

遺

族

支
援

と

か
、

遺

族
へ

の

声
か

け

と
か

、

遺
族

へ

の
ケ

ア

と
か

言

う
け

れ
ど
も

、

は
っ
き

り
言

っ

て
「

こ

わ
い

」
。
「
何
か
起 

き

た

ら
ど

う

し
よ

う

」
と

い

う
、

あ

る
種

の

恐
れ

み

た
い

な

も
の

が

あ
っ

て
、
腰

が

引
け
て

し
ま

う
２

５ 

自

死

の
こ

と

、
自

死

遺
族

の

こ
と

が

よ
く

わ

か
っ

て

い
な

い

た
め

に

、
か

え
っ
て

逆

に
、
相

手
を

傷

つ
け

て

し
ま

う
２

６ 

と

い

う

思
い

が
あ

る

た
め

、

な

か
な

か
自

ら

関
わ

り

に

い
く

こ
と

が

難
し

い

。

そ
れ

で
も

、

深
い

悲

し

み
の
中
に

い
る
自

死

遺
族
に

対

し

、

ど
の

よ
う

な

接
し

方

を

す
れ

ば
よ

い

の
か

が

わ

か
ら

な
く

て

も
、

た

だ

見
守

る
だ

け

や
、

普

段

通
り
に
あ

い
さ
つ

す

る
だ
け

で

も

、
自

死

遺
族

に

と
っ

て

は
「

心

の
繋

が

り
」

が

感
じ

ら

れ
る

の

で
は

な

い
か
。 

ま

た

、

葬
儀

に
つ

い

て
は

自

死

遺
族

や
友

人

、
地

域

の

人
な

ど
が

集

ま
り

、

悲

し
み

に
暮

れ

て
い

る
人

が
い
た
ら

話

を
聞
き
、
皆

で

故

人

の
思

い
出

話

を
す

る

こ

と
で

、
つ

ら

く
悲

し

い

思
い

を
し

て

い
る

人

が

た
く

さ
ん

い

る
こ

と

に

気
が
付
く

場
と
な

り

、
そ
れ

が

心

を

癒
す

場
と

な

る
。

そ

し

て
、

お
経

を

聞
く

こ

と

で
故

人
が

亡

く
な

っ

た

こ
と

を
強

く

意
識

し

、

自
ら
の
悲

嘆
を
見

つ

め
る
機

会

と

な

る
。

葬
儀

に

付
随

し

て

、
仏

壇
、

墓

に
も

グ

リ

ー
フ

ワ
ー

ク

の
特

徴

が

み
ら

れ
る

。

た
と

え

ば

、
故
人
が

好
き
だ

っ

た
食
べ
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物

を

お

供
え

す
る

な

ど
、

生

前

の
関

係
を

継

続
す

る

行

為
や

、
お

盆

に
先

祖

を

迎
え

、
見

送

る
行

為

な

ど
が
そ
れ

に
当
た

る

。
こ
の

よ

う

に

、
葬
儀

や
仏

壇

、
墓

は

自
死

遺

族
の

心

を
癒

す

役
割

を

担
っ

て

き
た

が

、
現

代
の

日
本

で
は
核

家
族
化

や
地

域

社
会

の

崩
壊

、

墓

じ

ま

い
、

直
葬

や

家
族

葬

と

い
っ

た
葬

儀

の
簡

略

化

な
ど

に
よ

り

、
か

つ

て

の
癒
し
の

場

で
あ
っ

た

葬
儀

は
、

形

だ
け

の

葬
儀
に

変

わ

っ

て
い

っ
て

し

ま
っ

た

。

そ
の

よ
う

な

中
で

仏

教

僧
侶

に
は

、

教
え

を

伝

え
る
役
割

と

遺
族
に

対

し
て

の
配

慮

な
ど

が

求
め
ら

れ

る

。
２

７ 

私

は

、
自
死

遺

族
ケ

ア
に

お

い
て

、「

支

援
の
仕

方

」
で
は

な

く

、
一
人

の

人
間

と
し
て

自

死
遺

族

の
苦

し
み
に

向
き
合

う

姿
勢
が

大

切

だ

と
考

え
る

。

ま
た

、

先

ほ
ど

「
遺

族

に
は

死

別

直
後

か
ら

、

経
済

的

・

身
体
的
・

精

神
的
・

社

会
的

な
ス

ト

レ
ス

が

ふ
り
か

か

っ

て

く
る

」
と

述

べ
た

が

、

そ
れ

ら
に

対

応
す

る

保

障
や

支
援

を

私
た

ち

は

あ
ま
り
知

ら

な
い
た

め

、
自

ら
知

る

努
力

も

必
要
で

あ

る

。

い
く

ら
行

政

や
支

援

団

体
、

仏
教

者

・
仏

教

団

体
が

さ
ま

ざ

ま
な

保

障

や
支
援
の

充

実
を
図

り

、
そ

れ
を

周

知
し

て

い
た
と

し

て

も

、
私

た
ち

が

そ
の

こ

と

に
対

し
て

関

心
を

抱

か

な
い

限
り

、

せ
っ

か

く

の
充
実
し

た

保
障
や

支

援
も

使
わ

れ

な
い

ま

ま
無
駄

に

な

っ

て
し

ま
う

。

そ
れ

で

は

自
分

自
身

が

困
っ

て

い

る
時

、
あ

る

い
は

ま

わ

り
に
困
っ

て

い
る
人

が

い
る

時
に

助

け
る

こ

と
が
で

き

な

い

。
私

は
、

行

政
や

支

援

団
体

、
仏

教

者
・

仏

教

団
体

の
活

動

、
保

障

、

支
援
内
容

を

知
り
、

そ

れ
を

必
要

と

し
て

い

る
人
に

教

え

て
あ

げ

る
こ

と

も
支

援

の
一

部

だ
と

考

え
る

。 

   

第

三
章 

仏
教

と

自
死

・

自
殺

問

題 
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第
一

節 

浄

土

真
宗

本

願
寺

派

に
お

け

る
自

死

・
自

殺

の
捉

え

方 

 
で

は

、
仏

教
で

は

自
死

・

自

殺
を

ど
の

よ

う
に

捉

え

る
の

だ
ろ

う

か
。

浄

土

真
宗

本
願

寺

派
が

全

寺

院
を
対
象

に
実
施

し

た
自
死

問

題

実

態

調

査
２

８

（

二

〇

〇

八

年

）

の

ア

ン

ケ

ー
ト

結

果

に

よ

る

と

、
「
自

死

は

仏
教

の
教

え
に
反

し

て

い
る

と

思
う

」
と

い

う
質

問

項

目

に
、

五
十

九

．
七

％

の

僧
侶

が
「

思

う
」

と

回

答
し

て
い

る

。
そ

の

た

め
、

多
く

の

僧
侶

が

自

死
者
の
通

夜
・
葬

儀

で
の
法

話

に

困

る
と

い
う

ケ

ー
ス

は

少

な
く

な
い

。

な
ぜ

な

ら

、
「

僧

侶
の

多
く

は

「

い
の

ち
を

粗

末
に

し

て

い
る
」
「
仏
教
の

教
え

に
反
し

て

い

る

」
と

い
う

意

識
を

本

音

と
し

て
持

っ

て
い

な

が

ら
、

そ
う

い

う
意

識

を

隠
し
つ
つ

、

遺
族
や

会

葬
者

な
ど

の

不
特

定

多
数
の

前

で

法
話

を

し
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
」
２

９

た

め

で
あ

る

。
ま

た
、
仏
教

に
は
「

不
殺

生
」
３

０

と
い

う
教

え

が
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り

多

く

の

僧

侶
は

自
ら

の

命
を

絶

つ

こ
と

も
悪

い

こ
と

だ

と

考
え

て
き

た

た
め

、

自

死
・

自
殺

や

自
死

遺

族

に
対
し
て

の
関
わ

り

方
が
分

か

ら

ず
に

い

た
。
そ
の
結

果
、
仏

教
者

が

自
死
・
自

殺

問

題
に

取

り
組
む

の

が
遅

れ

て
し
ま

っ
た

と

考
え

ら

れ
る

。
し
か

し
な
が

ら

、

『

ル

ポ 

仏

教
、

貧

困
・

自

殺
に

挑

む
』

に

よ
る

と

、 

結

論

か

ら
言

え
ば

「

釈
尊

は

自

殺
に

つ
い

て

価
値

判

断

を
し

て
い

な

い
」

と
い

う
こ

と
が
わ

か
っ

た

。
二
〇

〇
九

年

か
ら

『
宗

報

』

な

ど
を

通
じ

て

発
表

し

た

も
の

を
、

ご

く
簡

単

に

ま
と

め
る

と

次
の

よ
う

に
な

る
。
た

と
え

ば

「
雑
阿

含
経

」

に
ヴ

ァ
ッ

カ

リ

と

い
う

弟
子

の

話
が

あ

る

。
重

い
病

の

苦
し

み

か

ら
死

を
考

え

る
彼

に
、

釈
尊

は
ど
う

仏
法

を

学
ん
で

い
た

の

か
だ

け
を

問

う

。

結
局

、
ヴ

ァ

ッ
カ

リ

は

自
殺

す
る

が

、
釈

尊

は

弟
子

た
ち

の

前
で

「
亡

く
な

り
方
」

そ
の

も

の
に
つ

い
て

非

難
し

て
い

な

い

。

同
じ

よ
う

な

対
応

は

、

や
は

り
病

苦

か
ら

死

を

選
ん

だ
チ

ャ

ン
ナ

と
い

う
弟

子
に
つ

い
て

も

見
ら
れ

る
。
こ

う
し
た
こ

と

は

、

出
家

者
集

団

の
運

営

規

則
に

つ
い

て

の
「

律

」

か
ら

も
確

か

め
る

こ
と

が
で

き
た
。

自
殺

は

他
人
に

危
害

を

加
え

た
わ
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け

で

は

な
く

、
ま

た

、
そ

も

そ

も
亡

く
な

っ

た
人

は

罰

則
の

対
象

外

で
あ

る
こ

と
か

ら
自
殺

と
い

う

「
亡
く

な
り

方

」
を

根
拠

と

す

る

罰
則

は
見

当

た
ら

な

い

。
そ

う
言

う

と
、

自

殺

を
容

認
し

て

い
る

よ
う

に
思

わ
れ
そ

う
だ

が

、
そ
う

で
は

な

い
。

ポ
イ

ン

ト

は

「
生

き
て

い

て
ほ

し

い

」
と

い
う

メ

ッ
セ

ー

ジ

が
繰

り
返

さ

れ
て

い
る

こ
と

だ
。
た

と
え

ば

、
死
を

考
え

て

い
る

弟
子

に

対

応

す
る

場
面

な

ど
に

は

、

そ
の

強
い

願

い
が

込

め

ら
れ

て
い

る

。
さ

き
ほ

ど
の

チ
ャ
ン

ナ
の

例

で
は
、

死
に

た

い
気

持
ち

を

知

っ

た
仲

間
た

ち

が
「

看

病

す
る

か
ら

生

き
て

い

て

ほ
し

い
」

と

切
実

に
訴

え
か

け
る
。

つ
ま

り

仏
典
は

、
ぎ

り

ぎ
り

の
と

こ

ろ

ま

で
「

生
き

ろ

！
」

と

呼

び
か

け
る

一

方
で

、

自

殺
と

い
う

行

為
そ

の
も

の
に

つ
い
て

は
、

良

い
と
も

悪
い

と

も
語

っ
て

い

な

い

。
釈

尊
の

時

代
に

も

あ

っ
た

自
殺

の

問
題

に

正

面
か

ら
向

き

合
い

、
是

非
論

で
は
な

く
て

当

事
者
の

苦
し

み

を
ど

う
受

け

入

れ
て

い

く
か

が

テ
ー

マ

に
さ

れ

て
い

た

と
い

う

の
だ

。
３

１ 

と

あ

る

。
つ

ま
り

釈

尊
の

教

え

の
中

で
は

、

自
死

・

自

殺
を

否
定

も

肯
定

も

し

て
お

ら
ず

、

ど
の

よ

う

な
形
で
亡

く
な
っ

た

の
か
は

問

題

で
は

な

い
と

い

う
捉

え

方
が

で

き
る

。
ま
た

、
親

鸞

は
「
臨

終
の
善

悪

を
ば

申
さ
ず

」
３

２

と

い

う
言
葉

を
残
し

て

い
る

。
こ

れ

は

「

臨

終
の

様
子

に

つ
い

て

善

し
悪

し
は

問

わ
な

い

」

と
い

う
意

味

で
あ

る

が

、
本

願
寺
派

教
学

伝

道
研
究

セ
ン

タ

ー
常

任
研
究
員

（

現

在
は

浄

土
真

宗

本
願

寺

派
総

合

研
究

所

副
所

長

兼
教

団

総
合

研

究
室

長

職
務

取
扱
）
３

３

の

藤

丸
智

雄
氏
に

よ
る

と

、 

浄

土

真

宗
の

教
え

と

い
う

の

は

、
阿

弥
陀

如

来
が

あ

な

た
を

救
う

と

い
う

、
そ

の
教

え
を
聞

い
て

、

疑
う
こ

と
な

く

受
け

容
れ

る

こ

と
で

、
亡

く
な

ら
れ

て

後
、
お
浄

土
に

生
ま

れ

て
い

く

と
い

う

教
え

で

す
。
で
す
か
ら

生
前

に
き
ち

ん
と
教

え

を
聞
い

て
、

ご

信

心
を

い

た
だ

い

て
い

れ

ば
、
ど
の

よ

う
な
亡

く

な
り

方

を
し

て

も
お

浄
土
に

往

け
る
の

だ
と

い

う
こ

と

に
な

り

ま
す
。
３

４ 

と

浄

土

真
宗

で
は

考

え
ら

れ

て

い
る

と
い

う

。
浄

土

真

宗
も

釈
尊

と

同
様

に

、

亡
く

な
り

方
で
は

な
く

生
き

方
を
評

価
し
て

い
る
と
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い

え

る
。 

 
仏

教
の

有

名
な

物

語
の

中

に
、

キ

サ
ー

ゴ

ー
タ

ミ

ー
と

い

う
人

物

の
話

が

あ
る
。

そ
の

概

要
は

、 
キ

サ

ー

ゴ
ー

タ
ミ

ー

と
い

う

母

親
が

い
ま

し

た
。

よ

う

や
く

よ
ち

よ

ち
歩

き
が

で
き

る
よ
う

に
な

っ

た
ば
か

り
の

一

人
息

子
を

失

い

、

悲
し

み
に

打

ち
ひ

し

が

れ
ま

す
。

彼

女
は

、

息

子
を

生
き

返

ら
せ

、
治

す
薬

を
求
め

て
釈

尊

の
も
と

を
尋

ね

ま
す

。
釈

尊

は

一
人

も

死
人

が

出
た

こ

と
の

な

い
家

か

ら
白

い

ケ
シ

の

実
を

も

ら
っ

て
く
る

よ

う
に
と

言
い

い

ま
す
（
原
文

マ
マ

）
。
町
中

の

家

々
を

尋

ね
た

キ

サ
ー

ゴ

ー
タ

ミ

ー
は

、「
あ

あ

、
な
ん

と

恐
ろ

し
い

こ

と

。
私

は

今
ま
で
、
自

分
の
子

供

だ
け
が
死

ん
だ
の

だ

と

思

っ
て

い
た

の

だ
わ

。

で

も
ど

う
で

し

ょ
う

。

町

中
を

歩
い

て

み
る

と

、
死
者

の
ほ

う
が
生

き
て

い
る

人
よ
り

ず
っ
と
多

い

。
」

と
死

は

ど
こ

の
家

に

も
あ

る

こ
と

に

気
づ

か

さ
れ

ま

し
た

。
３

５ 

と

い

う

も
の

で
あ

る

。
こ

の

エ

ピ
ソ

ー
ド

は

、
キ

サ

ー

ゴ
ー

タ
ミ

ー

が
諸

行

無

常
で

あ
る

と

い
う

こ

と

を
自
ら
さ

と
り
、

釈

尊
の
弟

子

に

な

る
と

い
う

も

の
で

あ

る

が
、

こ
の

物

語
の

中

に

は
悲

嘆
の

プ

ロ
セ

ス

や

グ
リ

ー
フ

ケ

ア
、

傾

聴

な
ど
と
い

っ
た
自

死

・
自
殺

に

関

係

す
る

要
素

も

含
ま

れ

て

い
る

。
キ

サ

ー
ゴ

ー

タ

ミ
ー

は
ケ

シ

の
実

を

求

め
て
家
々

を

尋
ね
ま

わ

る
中

で
、

彼

女
と
同

じ
よ
う

に

、

大

切
な

家
族

を

亡
く

し

た

人
と

出
会

う

こ
と

で

お

互
い

に
悲

し

み
を

共

有

し
、
涙
を

流

す
体
験

に

よ
っ

て
悲

嘆

を
受

け

入
れ
ら

れ

る

よ

う
に

な
り

、

息
子

の

死

を
機

に
、

避

け
ら

れ

な

い
人

生
の

問

題
に

目

覚

め
、
釈
尊

の

弟
子
に

な

っ
た

。
愛

す
る
一

人

息
子
の

死

に

よ
っ

て

人
生

の

真
理

に

気
づ

き

、
悲
し

み
を

乗

り
越

え

た
キ

サ

ー
ゴ

ー

タ
ミ

ー

は
、
残

り
の

人
生
に

再
び
エ

ネ

ル
ギ
ー

を
注
ぎ
、

仏

道

に

励
む

こ
と

で

、
息

子

の

死
を

自
身

の

人
生

に

お

い
て

大
切

な

出
来

事

と

し
て
心
の

中

に
持
ち

続

け
た

。
こ

の
よ
う

に
、
キ
サ

ー

ゴ

ー
タ

ミ

ー
は

悲

嘆
の

プ

ロ
セ

ス

を
経

て

、
悲

し

い
現

実

を
受

け

入
れ

ら

れ
る

よ
う
に

な

っ
た
。 
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先

ほ

ど
「

浄
土

真

宗
も

釈

尊

と
同

様
に

、

亡
く

な

り

方
で

は
な

く

生
き

方

を

評
価

し
て

い

る
」

と

述

べ
た
が
、

鎌
倉
時

代

に
は
自

害

往

生

と
い

う
自

害

に
よ

っ

て

往
生

を
遂

げ

る
者

が

少

な
か

ら
ず

い

た
。

こ

れ

は
、

病
の

苦

し
み

に

よ

っ
て
念
仏

に
集
中

で

き
な
け

れ

ば

極

楽
往

生
で

き

な
い

の

で

は
な

い
か

と

い
う

悩

み

を
持

っ
た

者

が
、

そ

の

解
決
策
と

し

て
、
健

康

な
う

ち
に

念

仏
を
称

え
、
自

害

を

遂

げ

て

極

楽

浄

土
へ

往

生

し

よ

う

と

し

た
た

め

で

あ

る

。

津

戸

三
郎

為

守

と

い
う

人
物

は
『

九

巻
伝

』
３

６

や
『

四

十

八

巻
伝

』

３

７

の

中

で
、

自

害
往

生

を
遂

げ

た
と

語

ら
れ

て

い
る

。

こ
れ

に

つ
い

て

、 

『

四

十
八

巻

伝

』
で

は
自

害

に
よ

っ

て
往

生

を
志

す

あ
り

方

が
否

定

さ
れ

る

一
方

、『

西

方
指
南

抄

』
で
は

為

守
が
「
め

で
た
く

往

生

を

と
げ

た
り

け

り
」

と

高

く
評

価
さ

れ

、
『

九

巻

伝
』

で
も

自

害
往

生

に
関
し

て
否

定
的
な

見
解

は
ま

っ
た
く

示
さ
れ

ず
、

称

賛

さ
れ

る

の
み

で

あ
る

。
３

８ 

と

さ

れ

て
い

る
。

こ

こ
で

注

意

し
て

お
か

な

く
て

は

い

け
な

い
の

が

、
自

害

往

生
は

「
目

的

を
持
っ

た

死
」

で
あ
り

、
自
死

・
自
殺

は

「

追

い
込

ま
れ

た

末
の

死

」

で
あ

る
こ

と

を
理

解

し

て
お

か
な

け

れ
ば

な

ら

な
い
。
自

害

往
生
も

自

死
・

自
殺

も

ど
ち

ら

も
自
ら

命

を

絶

つ
と

い
う

点

は
同

じ

だ

が
、

そ
の

経

緯
の

違

い

を
し

っ
か

り

と
区

別

し

な
け
れ
ば

な

ら
な
い

。

私
は

自
害

往

生
に

つ

い
て
、

歴

史

的

事
実

と
し

て

容
認

す

る

こ
と

は
良

い

と
考

え

る

が
、

現
代

に

お
い

て

「

目
的
を
持

っ

た
死
」

が

容
認

さ
れ

る

こ
と

は

自
死
・

自

殺

を

促
し

て
し

ま

う
可

能

性

も
あ

る
た

め

、
自

害

往

生
に

関
し

て

の
誤

っ

た

認
識
が
拡

散

さ
れ
な

い

よ
う

、
正

し

い
歴

史

的
事
実

を

伝

え
る

必

要
が

あ

る
と

考

え
る

。 

 

次

に

、
仏

教
者

と

真
宗

者

の

自
死

・
自

殺

問
題

に

対

す
る

姿
勢

に

つ
い

て

明

ら
か

に
し

て

お
き

た

い

。
ま
ず
、

仏
教
者

は

他
者
へ

の

何

か

し
ら

の
行

為

は
善

行

を

積
む

こ
と

で

あ
り

、

慈

悲
の

行
い

だ

と
捉

え

て

い
る

。
一

方

で
真

宗

者

は
、
凡
夫

は
善
行

を

積
ん
で
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も

そ

れ

は
煩

悩
が

混

じ
っ

た

虚

仮
の

行
で

あ

っ
て

、

真

実
の

行
い

で

も
慈

悲

の

行
い
で
も

な

い
と
捉

え

て
い

る
。

そ

し
て

真

宗
者
に

と

っ

て

の
自

死
遺

族

支
援

と

は

、
「

縁

が
あ

っ
て

自

死

遺
族

支
援

に

関
わ

る

よ

う
に

な
っ

た

」
と

い

う
、
「

自

分
は

凡
夫
で

あ

っ
て
純

粋

な

慈
悲

の

行
い

は

で
き

な

い
が

、
さ

せ
て

い
た

だ

け
る

こ

と
は

一

生
懸

命

や
っ

て

い
こ

う

」
と
い

う
よ

う

な
立

場

に
立

っ

て
い

る
。

自

死

遺
族

支

援
に

限

っ
た

こ

と
で

は

な
い

が

、
こ

れ

を
「
愚

者

の
実

践
」
と

い

い

、「
現
状
の

自
身

の

あ
り

方
を
そ

の
ま
ま

良

し
と
す

る

の

で
は

な

い
、
少
し
で

も

よ
り

良

く
あ

ろ

う
と

し

続
け

る

姿
勢

で

あ
る

」
３

９

と

殿

内
恒

氏
は
自
身
の

論
文

内

で
述

べ

て
い

る

。
こ

れ

が

真

宗
者

の
基

本

姿
勢

で

あ

る
。

私
た

ち

（
凡

夫

）

は
生

き
て

い

る
限

り

煩

悩
が
生
じ

て

し
ま
う

た

め
、

真
実

に
な
る

こ

と
は
で

き

な

い

。
そ

の
こ

と

を
知

ら

せ

る
の

が
真

実

の
は

た

ら

き
（

阿
弥

陀

仏
の

は

た

ら
き
）
で

あ

る
。
影

を

凡
夫

と
し

、

光
を

阿

弥
陀
仏

に

当

て

は
め

て
例

え

る
と

、

影

（
凡

夫
）

は

光
（

阿

弥

陀
仏

）
に

は

な
れ

な

い

が
、

光
（

阿

弥
陀

仏

）

に
よ

っ
て

自

ら
の

姿

（
影
で

あ

る

こ

と
）

が
知

ら

さ
れ

る

。

ま
た

、
実

際

に
真

宗

者

が
活

動
し

て

い
く

中

で

、
い

か
に

自

分
が

常

に

慈
悲
の
心

を
持
っ

て

活
動
で

き

て

い
な

い

か
が

わ

か
る

場

面
に

直

面
す

る

こ
と

が

あ
る

。
こ

れ

に
つ
い

て

親
鸞

は
「

小
慈
小
悲
も

な
き
身

に
て

」
４

０

と
い

う

言
葉

を

残

し
て

い

る

。
こ

れ
は

、「

自

ら
に

は
身

近
な

人

へ
の

慈

悲
の

心

の
な

い

人
間

で
あ
る

」
と
い

う

意
味

で

あ
る

が
、
何
も

し
な

か

っ

た

か

ら
言

っ

た
わ

け

で
は

な

く
、
や
っ

た

け
れ
ど

も

阿
弥

陀

仏
の

慈

悲
の

心

に
は

匹
敵
し

な

い
と
い

う
わ
け

で
あ

る
。
そ

し
て

、「
浄

土

真

宗
の

教

え
に

出

会
っ

た

者
は

こ

の
よ

う

な
活

動

を
す

る
、
と

い
う
決

ま

っ
た
形

が
あ

る

わ
け

で

は
な

い
」
４

１

「

そ

の
教

え

に
出

会

っ

た
一

人

ひ
と

り

に
ゆ

だ

ね
ら

れ

て
い

る
」
４

２

と

も

言
わ

れ

て
い

る

よ
う

に
、
真

宗
者
は

自
死
遺

族
支
援

や
そ
の

他

社
会
的

実
践

を

「

必

ず
し

な
け

れ

ば
い

け

な

い
」

と
い

う

こ
と

で

は

な
く

、
「
縁

が
あ

っ

て

た
ま

た
ま
そ

の
よ

う

な
活
動

を
す

る

よ
う

に
な

っ
た
」

と

捉

え
る

こ

と
が

重

要
で

あ

る
。 
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第
二

節 

自

死

・
自

殺

問
題

に

対
す

る

仏
教

者

の
取

り

組
み 

さ

て

、

仏
教

者
は

自

死
・

自

殺

に
関

し
て

ど

の
よ

う

な

活
動

を
し

て

い
る

の

だ

ろ
う
か
。

浄

土
真
宗

本

願
寺

派
安

楽

寺
の

副
住
職

を

務

め

て

い

る

（

現

在
は

住

職

）

藤

澤

克

己

氏
は

、
「

自

殺

対

策

に

取
り

組

む

僧

侶
の

会
」
４

３

を

結
成

し

た

。

こ
の

会

は
浄

土

真

宗

だ

け

で

な
く

、
曹

洞

宗
や

日

蓮

宗
、

真
言

宗

な
ど

そ

の

他
多

様
な

宗

派
の

僧

侶

が
集

ま
っ

て

活
動

し

て

い
る
。
主

な
活
動

の

一
つ
目

に

、
「

自
死

の

問
い
・
お
坊

さ

ん
と

の

往
復

書

簡
」
と

い

う
も

の
が

あ

る
。
こ

れ

は
自

死
・
自

殺
問

題

に
関

す

る
相

談

を
手

紙
で
受
け

付

け

、

そ
れ

を
僧

侶

が
三

人

一

組
に

な
っ

て

対
応

す

る

と
い

う
も

の

で
あ

る

。

三
人

で
文

案

を
考

え

、

お
互
い
に

指
摘
し

合

い
な
が

ら

独

り

よ
が

り
の

文

章
に

な

ら

な
い

よ
う

に

、
納

得

す

る
ま

で
文

面

を
練

り

上

げ
て

い
る

。

な
ぜ

手

紙

な
の
か
と

い
う
と

、

辛
い
出

来

事

や

悲
し

い
体

験

な
ど

を

文

字
に

起
こ

す

こ
と

で

気

持
ち

の
整

理

が
で

き

る

よ
う

に
な

り

、
自

分

自

身
を

見
つ

め

直
す

こ

と
が
で

き

る

か

ら
だ

。
ま

た

、
僧

侶

か

ら
返

信
が

届

く
ま

で

七

日
か

ら
十

日

ほ
ど

か

か

る
。

こ
の

間

相
談

者

は

返
信
を
待

た
な
く

て

は
い
け

な

い

訳
だ

が

、
手
紙

を
待

っ

て
い

る

時
間

は

わ
ず

か

な
が

ら

も
他

者

と
の

繋

が
り

を
感
じ

ら

れ
、
希

望

を
見

い

出
す

こ
と

が

で
き

る
。

こ

の

時
間

と

手
紙

が

相
談

者

の
心

の

支
え

と

な
り

、

自
死

・

自
殺

対

策
に

な

る
と

い

う
わ
け

で
あ

る

。 

自

殺

対
策

に

取
り

組

む
僧

侶

の
会

の

主
な

活

動
の

二

つ
目

と

し
て

、「
い
の

ち

の
日

い

の
ち
の

時
間

」
と
い

う
も
の

が
あ
る

。
こ
れ

は

自

死

者
の

追
悼

法

要
で

、

毎

年
十

二
月

一

日
に

開

催

し
て

い
る

。

こ
の

法

要

で
は

仏
さ

ま

の
前

で

い

の
ち
を
見

つ
め
直

す

時
間
を

共

に

過

ご
し

た
り

、

茶
話

会

な

ど
を

行
っ

た

り
し

て

い

る
。

会
場

に

は
、

風

船

の
中

に
灯

り

を
入

れ

た

ラ
イ
ト
バ

ル
ー
ン

が

何
十
個

も

飾

ら

れ
て

お
り

、

こ
の

優

し

い
光

が
自

死

者
の

い

の

ち
の

ゆ
ら

ぎ

の
よ

う

な

も
の

を
あ

ら

わ
し

、

ま

る
で
そ
ば

に
い
る

か

の
よ
う
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に

感

じ
さ

せ

る
。 

ま

た

、

自
殺

対
策

に

取
り

組

む

僧
侶

の
会

は

、
二

〇

〇

九
年

（
平

成

二
十

一

年

）
か
ら
「

い

の
ち
の

集

い
」

と
い

う

自
死

遺
族
た

ち

が

集

ま
っ

て
誰

に

も
話

せ

な

か
っ

た
気

持

ち
を

分

か

ち
合

う
場

を

設
け

て

い

る
。
毎
月

第

四
木
曜

日

の
午

前
に

、

東
京

の

築
地
本

願

寺

の

聞
法

ホ
ー

ル

と
い

う

場

所
で

開
催

さ

れ
て

い

る

。
正

面
に

は

阿
弥

陀

如

来
像
が
あ

り

、
参
加

し

た
自

死
遺

族
か
ら

は
「
ほ
っ

と

す

る
」

な

ど
と

い

っ
た

声

が
聞

こ

え
る

そ

う
だ

。 

二

〇

一

〇
年

（
平

成

二
十

二

年

）
五

月
に

は

、
「

京

都

自
死

・
自

殺

相
談

セ

ン

タ
ー
Ｓ
ｏ

ｔ

ｔ
ｏ
」
（
以
下

、

Ｓ
ｏ
ｔ
ｔ

ｏ
と
省
略

す

る

）

と
い

う
電

話

相
談

を

受

け
付

け
る

市

民
団

体

が

発
足

し
た

。

現
在

は

Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

と

な
り

、

電

話
や
メ
ー

ル
に
よ

る

相
談
活

動

以

外

に
も

、
お

で

ん
の

会

や

シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
の

開

催

、
自

死
遺

族

の
た

め

の

個
別
面
談

な

ど
、
様

々

な
活

動
を

行

っ
て

い

る
。
ま

た

、

Ｓ

ｏ
ｔ

ｔ
ｏ

の

ホ
ー

ム

ペ

ー
ジ

に
は

、

死
に

た

い

ほ
ど

の
悩

み

を
抱

え

る

人
や
、
大

切

な
人
を

亡

く
し

た
人

の

力
に

な

る
に
は

ど

の

よ

う
に

行
動

す

れ
ば

良

い

の
か

な
ど

が

書
か

れ

て

お
り

、
自

死

・
自

殺

を

考
え

て
い

る
人
や

自
死

遺
族

、
そ
の

ま
わ
り

に
い
る

人

へ

向

け
た

幅
広

い

支
援

を

行

っ
て

い
る

。

相
談

員

一

〇
人

の
う

ち

四
人

は

僧

侶
で

、
六
人

は
電

話

相
談
員

の
経

験

の
あ

る
市
民
や

自

死

遺

族
で

構
成

さ

れ
て

い

る

。
協

賛
す

る

団
体

の

一

つ
と

し
て

、

浄
土

真

宗

本
願

寺
派

は

事
務

所

を

提
供
し
た

り
経
済

的

な
支
援

を

し

た

り
し

て
い

る

が
、

運

営

に
口

を
出

す

こ
と

は

な

い
。

ま
た

、

僧
侶

が

電

話
相

談
員

と

し
て

参

加

し
て
い
る

が
、
こ

の

団
体
は

あ

く

ま

で

宗

教

色

の

な
い

民

間

組

織

と

し

て

活
動

し

て

い

る

。

Ｓ

ｏ

ｔ
ｔ

ｏ

は

、
「
つ

な
が

る 

ひ

ろ

が

る 

わ

た

し
の

今

」
４

４

と

い

う

ス

ロ
ー

ガ
ン

を

掲
げ

て

お

り
、

代
表

の

竹
本

了

悟

氏
は

「
わ

た

し
も

あ

な

た
も
あ
り

の

ま
ま
で

認

め
あ

え
る

関

係
を

め

ざ
し
ま

す

。

人
と

人

と
の

奏

で
る

安

ら
ぎ

を

響
き

わ

た
ら

せ

た
い

。

ほ
っ

と

で
き

る

今
を

一
緒
に

さ

が
し
ま

す
」
４

５

と

述

べ
て

い
る
。 
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電

話

対
応

の

基
本

姿

勢
は
「

傾

聴
と

共

感

」
で
あ

る

が

、
そ

れ

は
た

だ
話

を

聞
く

と

い
う
こ

と
で

は

な
く

、「

相

談
者
の
絞

り
出
す

よ

う

な

声

に

耳

を

傾

け
、

最

も

辛

い

人

に

能

動
的

に

寄

り

添

お

う

と

す
る

」
４

６

こ

と
で

あ
る

。
そ
し

て
、

相

談

者

の
「

死
に
た

い

」

と

い

う
気

持

ち
を

否

定
し

な

い
こ

と

も
大

切

で
あ

る

。
あ

る

男
性

か

ら
の

相

談
に
よ

る
と

、 

東

日

本

大
震

災
以

降

、
新

聞

や

テ
レ

ビ
で

は

、
「

が

ん

ば
れ

日
本

」

と
い

う

キ

ャ
ッ
チ
フ

レ

ー
ズ
や

、
「
震

災

か
ら

の
復

興

」
と

い

う

言
葉

ば

か
り

が

並
び

、
ま

た
「

命

の
大

切
さ

」
が

語
ら

れ
て

い

る
。
こ

ん

な
と

き

、
い

く
ら

毎
日
生

き
る
の

が

つ
ら
く

て
、

死

ん

で

楽
に

な
り

た

い
と

思

っ

て
い

て
も

、

そ
れ

を

口

に
出

す
の

は

不
謹

慎
で

悪
い

こ
と
の

よ
う

に

思
え
て

、
そ

の

気
持

ち
を

誰

に

も
い

う

こ
と

が

で
き

な

い
ん

で

す
。
４

７ 

と

い

う

指
摘

が
あ

っ

た
。

こ

の

よ
う

な
事

態

で
は

、

第

一
章

で
も

述

べ
た

よ

う

に
、

ネ
ガ

テ

ィ
ブ

思

考

を
悪
い
も

の
で
あ

る

と
し
、

ポ

ジ

テ

ィ
ブ

思
考

で

生
き

て

い

こ
う

と
す

る

社
会

の

風

潮
が

、
こ

う

し
た

息

苦

し
さ

を
生

み

出
し

て

し

ま
う
要
因

に
な
っ

て

い
る
。

当

た

り

前
の

よ
う

に

「
命

の

大

切
さ

」
や

「

生
き

る

こ

と
の

す
ば

ら

し
さ

」

が

説
か
れ
て

い

る
社
会

の

中
に
お
い

て

は
、
一

人
一
人

に

そ

れ

ぞ
れ

の
人

生

、
そ

れ

ぞ

れ
の

苦
悩

が

あ
る

と

い

う
こ

と
か

ら

目
を

逸

ら

さ
れ
て
し

ま

い
が
ち

で

あ
る

。
よ

っ

て
自

死

・
自
殺

を

防

ご

う
と

す
る

人

の
も

と

に

、
死

に
た

い

と
い

う

思

い
を

抱
え

た

人
が

相

談

す
る
に
は

難

し
い
問

題

が
生

じ
て

し

ま
う

。

相
談
者

の

気

持

ち
を

受
け

止

め
ず

に

、

支
援

者
の

思

い
や

価

値

観
を

押
し

付

け
て

し

ま

う
こ
と
は

、

場
合
に

よ

っ
て

は
自

死

・
自

殺

を
助
長

さ

せ

て

し
ま

う
か

も

し
れ

な

い

。
苦

悩
を

抱

え
、

行

き

場
を

失
っ

た

人
に

対

し

、
生
き
る

方

向
へ
と

向

け
か

え
る

に

は
、

常

識
、
価

値

観

を

超
え

て
、

苦

悩
そ

の

も

の
に

ス
ポ

ッ

ト
を

当

て

た
支

援
が

必

要
と

な

る

。
そ
こ
に

仏

教
者
の

「

受
け

皿
」

の

よ
う

な

役
割
が

必

要

不
可

欠

と
な

る

だ
ろ

う

。 
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そ

こ

で

、
「

か

か
り

つ
け

医

院

」
な

ら
ぬ

「

か
か

り

つ

け
寺

院
」

が

「
受

け

皿

」
の

役
割

を

果
た

せ
る

の
で
は
な

い

か
。
「

か
か
り

つ

け

寺
院

」
と
は

、
「

ま
ず

相

談
の

受

け
皿

と

な
っ

て

話
を

聞

き
、
悩

み
を

受

け
止
め

、
で
き

る
範

囲

の
こ

と

は
親

身

に
協

力
し
、
ま

た

で

き
る

範

囲
を

超

え
た

領

域
に

つ

い
て

は
、
必

要

に
応

じ

て
自

身

の
持

つ

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

を
利
用

し
て
専

門
家

を

紹
介

す

る
」
４

８

と

い

う
も

の

で

、
「

ゲ
ー

ト

キ
ー

パ

ー
」

の

役
割

も

兼
ね

備

え
て

い

る
。

厚

生
労

働

省
に

よ

れ
ば

「

ゲ
ー

ト
キ
ー

パ
ー
」

と

は
、 

そ

の

名

の
通

り
「

門

番
」

を

意

味
し

、
苦

し

み
、

悩

み

を
持

つ
方

の

支
援

の

入
り
口

と
な

り
、
同

時
に

適
切

な
関
係

機
関
へ
と

橋

渡

し

を
す

る
こ

と

で
、

悩

み

の
原

因
を

総

合
的

に

解

決
し

て
い

く

た
め

の

道
案
内

役
と

な
る
支

援
者

を
示

す
。
言

い
換
え
れ

ば

、

地

域
社

会
に

密

接
に

関

わ

り
、

共
に

生

活
す

る

中

で
、

様
々

に

生
じ

る

「
隠
れ

た
悩

み
」
に

気
づ

き
、

手
を
差

し
伸
べ
て

く

れ

る
存

在
４

９ 

で

あ

る

。
で

は
、

か

か
り

つ

け

寺
院

を
実

現

さ
せ

る

た

め
に

は
ど

う

す
れ

ば

よ

い
の

だ
ろ

う

か
。

東

京

に
あ
る
曹

洞
宗
正

山

寺
住
職

の

前

田

宥
全

氏
は

、

門
の

わ

き

の
掲

示
板

に

「
あ

な

た

の
お

話
し

お

聴
き

し

ま

す
」

と
書

い

た
紙

を

張

り
出
し
た

と
こ
ろ

、

以
前
よ

り

多

く

の
人

が
相

談

に
訪

れ

た

り
、

問
い

合

わ
せ

が

あ

っ
た

り
し

た

と
い

う

。

こ
の
よ
う

に

、
た
っ

た

一
枚

の
張

り

紙
が

あ

る
だ
け

で

人

々

の
寺

へ
の

入

り
や

す

さ

が
変

わ
っ

て

く
る

。

裏

を
返

せ
ば

、

寺
側

が

相

談
を
聞
く

な

ど
と
い

っ

た
ア

ク
シ

ョ

ン
を

自

ら
起
こ

さ

な

け

れ
ば

、
人

々

は
寺

に

気

軽
に

寄
る

こ

と
が

で

き

ず
、

ま
し

て

や
仏

教

者

に
悩
み
や

不

安
を
打

ち

明
け

る
こ

と

は
で

き

な
い
と

い

う

こ
と

で

あ
る

。 

そ

も

そ

も
仏

教
の

出

発
点

は

、

誰
も

が
苦

悩

を
持

っ

た

存
在

で
あ

る

と
い

う

と

こ
ろ
か
ら

で

あ
る
。

そ

し
て

、
苦

悩

だ
ら

け
の
人

生

を

、

ど
の

よ
う

に

豊
か

に

生

き
て

い
く

の

か
を

教

え

て
く

れ
る

の

が
仏

教

で

あ
る
。
宗

教

離
れ
が

進

ん
で

い
る

と

い
わ

れ

て
い
る
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現

代

だ
か

ら

こ
そ

、
寺
も

し

く
は

仏

教
者

は

自
ら

の

存
在

を

ア
ピ

ー

ル
し

、
仏

教
本

来

の
可

能
性

を

活
か

す

べ
き

だ
と
私

は
考
え

る
。

こ

の

よ

う
に

、
仏

教

者
の

活

動

や
仏

教
が

苦

悩
を

出

発

点
と

し
て

い

る
と

こ

ろ

な
ど
を
世

間

に
広
め

る

こ
と

で
、

苦

悩
を

抱

え
な
が

ら

も

誰

に
も

頼
る

こ

と
が

で

き

な
い

人
の

心

に
も

、

望

み
を

与
え

る

こ
と

が

で

き
る
の
で

は

な
い
か

。

繰
り

返
し

に

な
る

が

、
苦
し

み

を

抱

え
た

人
に

と

っ
て

、

常

識
や

価
値

観

を
押

し

付

け
る

こ
と

は

む
し

ろ

相

手
を
追
い

詰

め
て
し

ま

う
こ

と
に

な

り
か

ね

な
い
。

し

た

が
っ

て

、
常
識

や
価

値

観
を

超

え
て

、
苦
悩

そ

の
も

の

に
焦

点

を
当

て

、「

受
け

皿

」
の

よ
う

に

相
手

の

心
に

寄

り
添

う
支
援

が

必

要

と
な

る

。 

   

結

論 

 

自

死

・
自

殺
に

対

し
て

の

社

会
の

偏
見

は

ま
だ

ま

だ

強
く

、
自

死

・
自

殺

に

至
る

経
緯

や

要
因

、

自
死
遺

族
の

生

き
づ

ら
さ
も
あ

ま

り

理

解
さ

れ
て

い

な
い

よ

う

に
感

じ
る

。

そ
の

よ

う

な
中

で
、

自

殺
対

策

基

本
法

や
自

殺

総
合

対

策

大
綱
が
定

め
ら
れ

た

こ
と
に

よ

っ

て

、
少

し
ず

つ

自
死

・

自

殺
に

対
し

て

の
理

解

や

自
死

遺
族

支

援
の

充

実

が
図

ら
れ

た
よ
う

に
も

見
え

る
。

ま
た
、

行
政
だ
け

で

な

く

、
仏

教
者

も

自
死

・

自

殺
に

関
す

る

様
々

な

活

動
を

し
て

い

る
。

真

宗

者
は
「
自

分

は
凡
夫

で

あ
っ

て
純

粋

な
慈

悲

の
行
い

は

で

き

な
い

が
、

さ

せ
て

い

た

だ
け

る
こ

と

は
一

生

懸

命
や

っ
て

い

こ
う

」

と

い
う

立
場

に

立
っ

て

い

る
。
自
死

遺
族
支

援

に
限
っ

た

こ

と

で
は

な
い

が

、
こ

れ

を

「
愚

者
の

実

践
」

と

い

い
、

現
状

に

満
足

す

る

の
で
は
な

く

、
よ
り

良

く
あ

ろ
う

と

し
続

け

る
姿
勢
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の

こ

と

で
あ

る
。

こ

う
し

た

真

宗
者

の
姿

勢

や
活

動

も

、
自

死
・

自

殺
の

防

止

や
自

死
遺

族

支
援

に

繋

が
っ
て
い

る
。
自

死

・
自
殺

を

無

く

す
こ

と
は

で

き
な

い

か

も
し

れ
な

い

が
、

自

ら

命
を

絶
っ

て

し
ま

う

人

を
一

人
で

も

多
く

救

う

た
め
に
、

私
た
ち

は

安
心
し

て

悩

む

こ
と

が
で

き

、
そ

れ

を

受
け

止
め

ら

れ
る

社

会

を
作

っ
て

い

か
な

け

れ

ば
な

ら
な

い

。
そ

の

た

め
に
私
た

ち
は
、

自

死
・
自

殺

に

つ

い
て

正
し

く

理
解

し

、

そ
し

て
、

行

政
や

支

援

団
体

、
仏

教

者
・

仏

教

団
体

が
ど

の

よ
う

な

対

策
・
支
援

を
し
て

い

る
の
か

を

知

り

、
そ

れ
を

必

要
と

し

て

い
る

人
に

教

え
て

あ

げ

ら
れ

る
よ

う

に
見

守

っ

て
い
か
な

く

て
は
な

ら

な
い

。
ま

た

、
自
死

・
自
殺

を

考

え
て

い

る
人

に

と
っ

て

も

、
自

死

遺
族

に
と

っ

て
も

、
悲

し
み

を
悲

し

い
こ

と

と
し
て

受
け

入

れ
ら

れ

る
こ

と
が
必

要
で
あ

り
、

そ

れ

を

サ
ポ

ー
ト

す

る
団

体

、

活
動

を
有

効

に
活

用

し

て
い

く
こ

と

が
い

ち

ば

ん
の
自
殺

予

防
で
あ

る

。
そ

れ
が

難

し
い

人

の
た
め

に

、

私

た
ち

は
、

ひ

と
り

の

人

間
と

し
て

そ

の
苦

し

み

に
向

き
合

い

な
が

ら

、

と
も
に
生

き

て
い
く

こ

と
が

重
要

で

あ
る

。

私
た
ち

も

自

死
・

自

殺
を

正

し
く

理

解
し

、

支
え

合

い
な

が

ら
生

き

て
い

か

な
け

れ

ば
な

ら
な
い

と

強
く
感

じ
た
。 

正

直

、

私
は

「
自

死

・
自

殺

」

を
テ

ー
マ

と

し
た

こ

の

論
文

を
書

く

ま
で

は

、

自
死
・
自

殺

に
関
す

る

法
令

や
行

政

の
支

援
が
あ

る

こ

と

、
仏

教
者

が

自
死

・

自

殺
に

ど
の

よ

う
に

関

わ

っ
て

い
る

の

か
な

ど

、

知
ら
な
い

こ

と
だ
ら

け

だ
っ

た
。

し

か
し

、

自
死
・

自

殺

に

つ
い

て
学

ん

で
い

く

中

で
、

報
道

番

組
で

流

れ

る
自

死
・

自

殺
の

ニ

ュ

ー
ス

や
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
流

れ
て

く
る
自

殺
防
止

セ
ン
タ

ー

の

広

告
を

見
る

に

し
て

も

、

確
実

に
以

前

よ
り

見

方

が
変

わ
っ

た

と
実

感

で

き
る

よ
う

に

な
っ

た

。

ま
た
、
あ

る
物
事

に

対
し
て

関

心

が

あ
る

か
な

い

か
で

大

き

く
見

え
方

が

異
な

る

こ

と
に

気
づ

き

、
改

め

て

視
野

を
広

げ

る
こ

と

の

大
切
さ
を

知
っ
た

。

一
人
一

人

の

意

識
、

心
が

け

に
よ

っ

て

誰
か

の
命

が

救
え

る

か

も
し

れ
な

い

、
誰

か

の

悲
し

み
に

寄

り
添

え

る

か
も
し
れ

な
い
と

い

う
こ
と

を

も

っ

と
多

く
の

人

に
知

っ

て

も
ら

い
た

い

と
感

じ

た

。
そ

の
た

め

に
、

ま

ず

は
自

分
の
中

で
自

死

・
自
殺

の
知

識

を
つ

け
、
身
近
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な

人

に
伝

え

て
い

く

と
こ

ろ

か
ら

始

め
て

い

き
た

い

。
微

力
な

が
ら

、
そ
れ

が

自
死
・
自

殺
の

防
止
に

つ
な
が

れ
ば

と

私
は

考

え
る
。 

註 

１ 

「

自

死
」

と

「
自

殺
」

２

つ
の

表

現
に

つ

い
て 

全
国

自

死
遺

族

総
合

支

援
セ

ン

タ
ー 

「
自

死

・
自

殺

に
関

す
る
表

現
ガ
イ

ド

ラ

イ
ン(
Ｐ

Ｄ
Ｆ)

」
参

照 
h

ttp
s

:/
/

w
w

w
.iz

o
k

u
-

c
e

n
te

r
.o

r
.jp

/
m

e
d

ia
.h

tm
l 

(

二
〇
一
九

年
五
月

二
十

二

日
閲

覧)
 

２ 

同

右 

３ 

同

右 

４ 

諸

外

国
に

お

け
る

自
殺

の

現
状 

厚
生

労

働
省 
h

ttp
s

:/
/

w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

w
p

/
h

a
k

u
s

y
o

/
jis

a
ts

u
/

1
7

/
d

l/
2

-
3

.p
d

f 

（

二

〇

一

九
年

十

二
月

十

八
日

閲

覧
） 

５ 

同

右 

６ 

同

右 

７ 

同

右 

８ 

同

右 

９ 

高

橋

祥
友

『

自
殺

予
防

』(

岩
波

書

店
、

二
〇

〇

六
年)

、ⅳ

頁

。 

１

０ 

同

右

、
十

五

頁
。 

１

１ 

マ

ッ

チ
ョ

…

筋
骨

隆
々

で

、
男

ら

し
い

さ

ま
。

ま

た
、

た

く
ま

し

い
男

性

。
（
森

岡

健
二
・
徳

川

宗
賢
・

川
端
善

明
・

中

村

明

・

星
野

晃

一
『

集

英
社

国

語
辞

典

第
３

版

』
、

集

英
社

、

二
〇

一

二
年

、

一
七

二
〇
頁

。
） 

イ

ズ

ム
…

主

義
。

説

。
（

同

右
、

九

〇
頁

。
） 

１

２ 

自

殺

対
策

基

本
法 

厚

生

労
働

省 
h

ttp
s

:/
/

w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

c
o

n
te

n
t/

0
0

0
5

2
7

9
9

6
.p

d
f
 

（

二

〇

二
〇
年
十

二
月

十

五

日

閲

覧
） 

(

二

〇

一
九

年

七
月

六
日

閲

覧)
 

 

１

３ 

自

殺

後
に

遺

さ
れ

た
人

へ

の
対

応 
h

ttp
s

:/
/

w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

b
u

n
y

a
/

r
o

u
d

o
u

k
iju

n
/

a
n

z
e

n
e

is
e

i1
2

/
p

d
f/

0
3

_
0

0
4

2
.p

d
f

 

（

二

〇
一

九

年
七

月

九
日

閲

覧
） 

                                        

             

 

https://www.izoku-center.or.jp/media.html
https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/jisatsu/17/dl/2-3.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000527996.pdf
https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/pdf/03_0042.pdf
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１

４ 

宇

野

全
智

・

野
呂

靖
「

自

死
対

策

に
お

け

る
宗

教

者
の

役

割
」

葛

西
賢

太

・
板

井
正
斉

『

ケ
ア
と

し
て

の

宗
教

』
（
明

石
書

店

、

二
〇

一

三
年

）
、
一

〇

六
頁

。 

１

５ 

同

右 

１

６ 

浄

土

真
宗

教

学
伝

道
研

究

セ
ン

タ

ー
『

自

死
、

遺

さ
れ

た

人
た

ち

～
死

別

の
悲

嘆
に
よ

り

そ
っ
て

～

』
（

本

願
寺

出
版

社

、 

二

〇

〇
八

年

）
、
五

十
六

頁

。 

１

７ 

浄

土

真
宗

教

学
伝

道
研

究

セ
ン

タ

ー
『

自

死
、

遺

さ
れ

た

人
た

ち

～
死

別

の
悲

嘆
に
よ

り

そ
っ
て

～

』
（

本

願
寺

出
版

社

、 

二

〇

〇
八

年

）
、
五

十
八

頁

。 

１

８ 

ア

メ

リ
カ

心

理
学

会
・

臨

床
心

理

学
部

門

の
フ

ェ

ロ
ー

。

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ

ア
州

の
ロ
ー

ズ

ミ
ー
ド

大
学

大

学
院

教

授
。

ボ

ス
ト

ン

や

ロ
サ

ン

ジ
ェ

ル

ス
を

中

心
に

研

究
と

教

育
、

臨

床
活

動

を
展

開

。
グ

リ

ー
フ
ケ

ア
、

ホ

ス
ピ

ス

ケ
ア

、
人
生

を
脅
か

す

喪
失
体

験

に

関
す

る

臨
床

と

研
究

を

４
０

年

以
上

に

わ
た

っ

て
続

け

て
き

た

。
本

書

以
外
の

代
表

作

と
し

て

『
子

ど
も
と

悲
嘆 

―

親

が
亡

く

な
る

と

き
』
（

１

９
９

６

）
が

あ
る

。

現
在

、

ロ
サ

ン

ジ
ェ

ル

ス
の

南

に
あ

る

ラ
グ

ナ

ニ
ゲ

ル
に
オ

フ
ィ
ス

を

持
ち
、

臨

床

活
動

を

続
け

て

い
る

。
（

Ｊ
．

Ｗ

．
ウ

ォ
ー

デ

ン
『

悲

嘆
カ

ウ

ン
セ

リ

ン
グ

―
臨
床

実

践
ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク

』
、

誠
信

書
房
、

二
〇

一

一

年
） 

１

９ 

Ｊ

．

Ｗ
．

ウ

ォ
ー

デ
ン

『

悲
嘆

カ

ウ
ン

セ

リ
ン

グ

―
臨

床

実
践

ハ

ン
ド

ブ

ッ
ク

』
（

誠
信
書
房

、

二
〇
一

一
年
）
、
三
十

八
頁

。 

２

０ 

同

右

、
四

十

三
頁

。 

２

１ 

同

右

、
四

十

五
頁

。 

２

２ 

同

右

、
五

〇

頁
。 

２

３ 

同

右

、
一

一

五
頁

。 

２

４ 

自

殺

対
策

支

援
セ

ン
タ

ー

ラ
イ

フ

リ
ン

ク

Ｈ
Ｐ 

「
自

殺

実
態

白

書
２

０

０
８

ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド

」

参
照 

h
ttp

s
:/

/
life

lin
k

.o
r
.jp

/
w

h
ite

p
a

p
e

r
.h

tm
l 

（

二

〇
二

〇

年
十

二

月
十

二

日
閲

覧
） 

２

５ 

同

右

、
一

一

四
頁

。 

２

６ 

同

右 

２

７ 

こ

の

よ
う

な

指
摘

が
西

岡

秀
爾

氏

の
「

グ

リ
ー

フ

ケ
ア

に

お
け

る

仏
教

の

役
割

」
の
論

文

に
も
述

べ
ら

れ

て
い

る

。 

https://lifelink.or.jp/whitepaper.html
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２

８

浄

土

真
宗

本

願
寺

派

総
合

研

究
所

「

自
死

問

題
実

態

調
査

」 
h

ttp
:/

/
j-

s
o

k
e

n
.jp

/
file

s
/

b
o

o
k

/
jis

h
i_

0
0

1
.p

d
f 

（

二

〇
一

九

年
十

一

月
二

十

四
日

閲

覧
） 

２

９ 

浄

土

真
宗

教

学
伝

道
研

究

セ
ン

タ

ー
『

自

死
と

わ

た
し

た

ち
～

さ

ま
ざ

ま

な
課

題
に
む

き

あ
っ
て

～
』(

本

願
寺

出
版
社

、 

二

〇

一
〇

年)
、
六

十
九

頁

。 

３

０ 

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

語

a
h

im
s

a

（
ア

ヒ

ン
サ

ー
）

の

漢
訳

語

。
〈
不

傷
害

〉

な
ど
と

も
訳

さ

れ
、

積
極
的

に
は
慈

悲

・
博
愛

を
も

意

味

す
る

。

殺
さ

れ

る
動

物

に
た

い

す
る

憐

憫
か

ら

肉
食

の

禁
止

と

関
連

し

て
説

か
れ
る

こ

と
も
あ

る
が
、

も
と

も

と
は

婆

羅
門
教

の

祭

式
の

重

要
な

要

素
と

な

る
犠

牲

獣
の

供

犠
に

た

い
し

て

、
輪

廻

転
生

を

唱
え

る
人
々

に

よ
っ
て

強
調
さ

れ
た

徳

目
の

ひ

と
つ
で

あ

っ

て
、

い

か
な

る

生
き

も

の
を

も

殺
傷

し

な
い

こ

と
を

い

う
。

仏

教
お

よ

び
ジ

ャ
イ
ナ

教

の
い
ず

れ
に
お

い
て

も

戒
律

の

第
一
に

掲

げ

ら
れ

る

が
、

ジ

ャ
イ

ナ

教
が

こ

れ
を

も

っ
と

も

徹
底

し

た
か

た

ち
に

お

い
て

主
張
し

た

の
に
た

い
し
、

仏
教

に

お
い

て

は
人
間

が

人

間
を

殺

さ
な

い

こ
と

を

殊
更

に

強
調

し

た
が

た

め
に

、

か
え

っ

て
厳

格

に
適

用
さ
れ

る

こ
と
な

く
お
わ

っ
た

。

現
代

に

あ
っ
て

は

、

イ
ン

ド

独
立

運

動
の

指

導
者

ガ

ー
ン

デ

ィ
ー

に

よ
っ

て

彼
の

サ

テ
ィ

ヤ

ー
グ

ラ
ハ
運

動

の
基
礎

理
念
を

な
す

非

暴
力

主

義
と
し

て

展

開
さ

れ

、
ま

た

そ
の

精

神
は

ア

メ
リ

カ

の
キ

ン

グ
牧

師

（M
a

r
tin

 L
u

th
e

r
 K

in
g

 Jr
.,1

9
2

9
-

6
8

）
に
よ

る
黒
人
解

放

（
公
民

権

）

運
動

な

ど
に

も

受
け

つ

が
れ

た

。
（
中

村
元

・

福
永

光

司
・

田

村
芳

朗

・
今

野

達
・

末

木
文

美

士
『

岩
波
仏

教
辞
典

第

二
版
』
、

岩

波

書
店

、

一
九

八

九
年

、

八
六

四

頁

。
） 

３

１ 

磯

村

健
太

郎

『
ル

ポ 

仏

教
、

貧

困
・

自

殺
に

挑

む

』
（

岩

波
書

店
、

二

〇
一

一
年

）
、

一
〇
七

～
一
〇

八
頁

。 

３

２ 

浄

土

真
宗

本

願
寺

派
総

合

研
究

所

編
纂

『

浄
土

真

宗
聖

典

―
註

釈

版 

第

二

版
―

』
（
本

願

寺
出

版
社
、

二
〇
〇

四

年
）
、

七
七

一

頁

。 

３

３ 

浄

土

真
宗

本

願
寺

派
総

合

研
究

所

Ｈ
Ｐ 

「
２

０

２
０

（

令
和

２

）
年

度 

所
長

・
副

所

長
」

参
照 

h
ttp

:/
/

j-

s
o

k
e

n
.jp

/
s

o
k

e
n

/
1

1
3

3
0

 

（
二

〇

二
〇

年
十
一

月

二
十

日

閲
覧

） 

３

４ 

浄

土

真
宗

教

学
伝

道
研

究

セ
ン

タ

ー
『

自

死
と

わ

た
し

た

ち
～

さ

ま
ざ

ま

な
課

題

に
む

き
あ
っ

て

～
』(

本

願
寺

出
版
社

、 

二

〇

一
〇

年)

、
一

四
一

頁

。 

３

５ 

浄

土

真
宗

本

願
寺

派
総

合

研
究

所

Ｈ
Ｐ 

h
ttp

:/
/

j-
s

o
k

e
n

.jp
/

a
s

k
/

2
0

5
3

 

（

二
〇

一

九
年
十
一

月
二
十

七
日

閲

覧
） 

３

６ 

法

然

上
人

伝

記
…

法
然

上

人
伝

記

（
９

巻

）
法

然

上
人

の

伝
記

書

。
浄

全

第
１

７

巻
所

収
。
九

巻

よ
り
成

る
が
ゆ

え
に

九

巻
伝

http://j-soken.jp/files/book/jishi_001.pdf
http://j-soken.jp/soken/11330
http://j-soken.jp/soken/11330
http://j-soken.jp/ask/2053
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と

通

称
す

る

。
そ

の

内
容

は

、
毎

巻

上
下

に

分
た

れ

、
序

文

２
お

よ

び
１

１

２
段

の
詞
書

よ

り
成
る

。
本

書

に
は

作
者
の

署
名
は
な

い

が

、
序

文

中
に

「

上
人

の

遷
化

既

に
一

百

年
に

及

べ
り

」

と
あ

る

。
か

つ

叙
述

の

起
尽
、

用
語

等

頗
る

彼

の
法

然

上
人

行
状
絵
図

に

び

っ
た

り

す
る

も

の
あ

る

を
も

っ

て
、

古

来
、

舜

昌
法

印

の
収

録

に
し

て

勅
伝
の

草
稿

と

成
つ

た

も
の

な
ら
ん

と
推
定

さ

れ
る
。

し

た

が
て

宗

祖
の

伝

記
中

、

比
較

的

早
く

編

輯
さ

れ

た
も

の

の
一

つ

で
あ

る

。
御
伝

翼
賛

撰

述
者

の

一
人

で

あ
る

中
阿
の

、

貞
亨
５

年

（

１
６

８

８
）

の

記
に

よ

れ
ば

、

当
時

本

書
は

初

の
一

巻

を
闕

い

て
い

た

が
、

た

ま
た

ま
一
巻

の
巻
詞

を

得
、
そ

の
詞

符

契
を
合

す

る

が
如

く

類
同

す

る
を

以

て
、

こ

れ
を

合

本
と

し

た
。

現

存
の

も

の
は

こ

れ
で

あ
る

。
（

佛
教
大

學
佛
教

文
化

研

究
所

『

新
浄

土

宗

辞

典

』
、

隆

文
館

、
一

九

七
四

年

、
七

〇

三
頁

。
） 

３

７ 

法

然

上
人

行

状
絵

図
…

４

８
巻

。
『

勅
修

御
伝

』
『

四
十

八

巻
伝

』
と

も

い
う

。

法
然
の

伝
記

を

記
し

た

絵
巻

物

。
後

伏
見
上

皇

の

命

で
舜

昌

が
徳

治

２
年

（

１
３

０

７
）

か

ら
１

０

年
を

か

け
て

編

纂
し

た

と
い

わ
れ
て

い

る
。

法
然
の

伝
記
絵

巻

と
し
て

最
大
の

も

の

で
、

法

然
の

主

要
な

事

蹟
や

法

話
な

ど

を
収

め

、
聖

覚

・
隆

寛

な
ど

門

弟
に

つ
い
て

も

記
し
て

い
る
。

な
お

、

親
鸞

に

つ
い
て

の

記

述
は

な

い
。

原

本
が

知

恩
院

に

現
存

す

る
。
（

浄

土
真

宗

本
願

寺
派

総

合
研

究

所 

教

学
伝
道

研
究

室

〈
聖

典

編
纂

担

当

〉
『

浄

土

真

宗
辞

典

』
、
本

願
寺

出

版
社

、

二
〇

一

三
年

、

六
〇

一

～
六

〇

二
頁

。
） 

３

８ 

小

山

聡
子

『

浄
土

真
宗

と

は
何

か

』
（
中

央
公

論

新
社

、

二
〇

一

七
年

）
、

四
十

五

頁
。 

３

９ 

殿

内

恒
「

親

鸞
に

み
る

真

宗
者

の

基
本

姿

勢
」

長

上
深

雪

『
仏

教

社
会

福

祉
の

可
能
性

』
（
法

蔵

館
、
二

〇
一
二

年
）
、

四

十
二

頁

。 

４

０ 

浄

土

真
宗

本

願
寺

派
総

合

研
究

所

編
纂

『

浄
土

真

宗
聖

典

―
註

釈

版 

第

二

版
―

』
（
本

願

寺
出

版
社
、

二
〇
〇

四

年
）
、

六

一

七

頁

。 

４

１ 

殿

内

恒
「

親

鸞
に

み
る

真

宗
者

の

基
本

姿

勢
」

長

上
深

雪

『
仏

教

社
会

福

祉
の

可

能
性

』
（
法

蔵
館
、

二
〇
一

二

年
）
、

四

十
二

頁

。 

４

２ 

同

右 

４

３ 

二

〇

一
二

年

六
月

よ
り

「

自
死

・

自
殺

に

向
き

合

う
僧

侶

の
会

」

に
改

名 

自

死

・
自

殺

に
向

き

合
う

僧

侶
の

会

Ｈ
Ｐ

参

照 
h

ttp
:/

/
w

w
w

.b
o

u
z

s
a

n
g

a
.o

r
g

/
 

（

二
〇
一
九

年

十
二
月

三
日
閲

覧
） 

４

４ 

磯

村

健
太

郎

『
ル

ポ 

仏

教
、

貧

困
・

自

殺
に

挑

む

』
（

岩

波
書

店
、

二

〇
一

一
年

）
、

一
一
三

頁
。 

http://www.bouzsanga.org/
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４

５ 

同

右 
４

６ 
宇

野

全
智

・

野
呂

靖
「

自

死
対

策

に
お

け

る
宗

教

者
の

役

割
」

葛

西
賢

太

・
板
井

正
斉

『

ケ
ア

と
し
て

の
宗
教

』(

明

石

書

店

、

二
〇

一

三
年)

、
一

一

四
頁

。 

４

７ 

同

右

、
一

一

五
頁

。 

４

８ 

同

右

、
一

二

八
頁

。 

４

９ 

同

右

、
一

二

六
頁

。 

  

参

考

文
献 

 

書

籍 

 
 

自
死

遺

児
編

集

委
員

会

・
あ

し

な
が

育

英
会

『

自
殺

っ

て
言

え

な
か

っ

た

。
』
、

サ
ン
マ

ー
ク

出

版
、

二

〇
〇

五

年 

 
 

高
橋

祥

友
『

自

殺
予

防

』
、
岩

波

書
店

、
二

〇

〇
六

年 

 
 

浄
土

真

宗
教

学

伝
道

研

究
セ

ン

タ
ー

『

自
死

、

遺
さ

れ

た
人

た

ち
～

死

別
の

悲
嘆
に

よ

り
そ
っ

て
～
』
、

本
願

寺
出

版

社
、 

二

〇

〇
八

年 

浄

土

真
宗

教

学
伝

道

研
究

セ

ン
タ

ー

『
自

死

と
わ

た

し
た

ち

～
さ

ま

ざ
ま

な

課
題

に

む
き

あ
っ
て

～
』
、
本
願

寺
出

版
社
、 

二

〇

一
〇

年 

坂

口

幸
弘

『

悲
嘆

学

入
門 

死
別

の

悲
し

み

を
学

ぶ

』
、
昭

和

堂
、

二
〇

一

〇
年 

藤

澤

克
己

『

い
の

ち

の
問

答

〝
あ

な

た
〟

に

届
け

た

い
話

の

お
布

施

』
、

幻

冬
舎

、

二
〇

一
一
年 

Ｊ

．

Ｗ
．

ウ

ォ
ー

デ

ン
『

悲

嘆
カ

ウ

ン
セ

リ

ン
グ

―

臨
床

実

践
ハ

ン

ド
ブ

ッ

ク
』
、

誠

信
書
房
、

二
〇
一

一

年 

磯

村

健
太

郎

『
ル

ポ 

仏

教

、
貧

困

・
自

殺

に
挑

む

』
、
岩

波

書
店

、
二

〇

一
一
年 

髙

木

慶
子

『

グ
リ

ー

フ
ケ

ア

入
門

』
、

勁
草

書
房

、

二
〇

一

二
年 

鍋

島

直
樹

・

玉
木

興

慈
・

黒

川
雅

代

子
『

生

死
を

超

え
る

絆

―
親

鸞

思
想

と

ビ
ハ

ー

ラ
活

動
』
、

方

丈
堂

出
版
、

二
〇
一

二

年 

藤

能

成
『

現

代
社

会

の
無

明

を
超

え

る
―

親

鸞
浄

土

教
の

可

能
性

―

』
、

法

蔵
館

、

二
〇

一
三
年 
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論

文 

 

西

元
宗

助

「
仏

教

と
自

殺

」
『
京

都

府
立

大
学

学

術
報

告

』
十

四

、
一

九

六
二

年 

 

淺

田
正

博

他
「

大

正
新

脩

大
蔵

経

の
学

術

用
語

に

関
す

る

研
究

―

自
殺

関

連
用
語

の
研

究

―
」
『

仏

教
文
化

研
究
紀
要

』

五

十

、

二
〇

一

一
年 

 

小

川
有

閑

「
自

殺

に
対

す

る
宗

教

者
の

活

動
に

つ

い
て

」
『

宗
教

研
究

』

八
十

五

巻
、
四

輯
、

二

〇
一

二

年 

 

殿

内
恒

「

親
鸞

に

み
る

真

宗
者

の

基
本

姿

勢
」

長

上
深

雪

『
仏

教

社
会

福

祉
の
可

能
性

』
、
法

蔵

館
、

二

〇
一

二
年 

 

宇

野
全

智

・
野

呂

靖
「

自

死
対

策

に
お

け

る
宗

教

者
の

役

割
」

葛

西
賢

太

・
板
井

正
斉

『

ケ
ア

と
し
て

の
宗
教

』
、
明

石

書

店

、

二
〇

一

三
年 

 

西

岡
秀

爾

「
グ

リ

ー
フ

ケ

ア
に

お

け
る

仏

教
の

役

割

」
『

大

法
論

』
第

八

十
四

巻

、
第
三

号
、

二

〇
一

七

年 

 

打

本
弘

祐

「
親

鸞

と
対

象

喪
失

（

上
）

―

グ
リ

ー

フ
ケ

ア

と
の

接

点
を

め

ぐ
っ
て

―
」
『

真
宗

学
』
第

一
三
七

・

一
三
八

合
併

号

、

二
〇

一

八
年 

 

西

岡
秀

爾

「
グ

リ

ー
フ

ケ

ア
の

観

点
か

ら

見
る

遺

品
整

理

―
遺

族

へ
の

質

的
調
査

か
ら

―

」
『

曹

洞
宗

総

合
研

究
セ
ン

タ
ー
学

術

大

会
紀

要

（
第

二

十
回

）
』

一
五

七

～
一

六
二

、

二
〇

一

九
年 

  

イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト

サ
イ

ト 

 
 

全
国

自

死
遺

族

総
合

支

援
セ

ン

タ
ー

「

自
死

・

自
殺

に

関
す

る

表
現

ガ

イ
ド

ラ
イ
ン(

Ｐ
Ｄ
Ｆ)

」
「

自
死
」

と

「
自
殺

」
２
つ

の

表

現
に

つ

い
て 

参
照 

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.iz
o

k
u

-
c

e
n

te
r
.o

r
.jp

/
m

e
d

ia
.h

tm
l 

(

二

〇

一
九
年

五

月
二
十

二
日
閲

覧)
 

 
 

自
殺

対

策
基

本

法 

厚

生
労

働

省 
h

ttp
s

:/
/

w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

c
o

n
te

n
t/

0
0

0
5

2
7

9
9

6
.p

d
f
 

（
二

〇
二
〇

年
十
二

月
十
五

日

閲

覧
） 

厚

生

労
働

省

「
職

場

に
お

け

る
自

殺

予
防

と

対
応 

第
六

章 

自

殺

後
に

遺

さ
れ
た

人
へ

の

対
応

」 

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
b

u
n

y
a

/
r
o

u
d

o
u

k
iju

n
/

a
n

z
e

n
e

is
e

i1
2

/
p

d
f/

0
3

_
0

0
4

2
.p

d
f

 

（

二
〇
一

九
年
七

月
九

日

閲
覧

） 

平

成

3
0

年
中

に

お
け
る

自

殺
の

状

況
―

警

視
庁(

Ｐ

Ｄ
Ｆ)

 

http://www.izoku-center.or.jp/media.html
https://www.mhlw.go.jp/content/000527996.pdf
https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/pdf/03_0042.pdf
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h
ttp

:/
/

w
w

w
.n

p
a

.g
o

.jp
/

s
a

fe
ty

life
/

s
e

ia
n

k
i/

jis
a

ts
u

/
H

3
0

/
H

3
0

_
jis

a
tu

n
o

jo
u

k
y

o
u

.p
d

f
 

(

二
〇

一
九

年

七
月

五

日
閲

覧)
 

富

山

県
庁

「

富
山

県

自
殺

対

策
ア

ク

シ
ョ

ン

プ
ラ

ン

」 

h
ttp

:/
/

w
w

w
.p

r
e

f.to
y

a
m

a
.jp

/
c

m
s

_
p

file
/

0
0

0
0

8
3

5
4

/
0

0
2

7
5

9
0

6
.p

d
f
 

（
二

〇
一
九

年

十
一
月

二
十
六

日
閲

覧

） 

関

西

遺
族

会

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

Ｈ
Ｐ 

h
ttp

:/
/

iz
o

k
u

-
n

e
t.c

o
m

/
 

（

二
〇

二
〇
年

十

月
二
十

三
日

閲

覧
） 

京

都

自
死

・

自
殺

相

談
セ

ン

タ
ー

Ｓ

ｏ
ｔ

ｔ

ｏ 

Ｈ

Ｐ 
h

ttp
s

:/
/

w
w

w
.k

y
o

to
-

js
c

.jp
/

 

（
二

〇
二
〇

年
十
二

月

十
二
日

閲

覧

） 

                

http://www.npa.go.jp/safetylife/seianki/jisatsu/H30/H30_jisatunojoukyou.pdf
http://www.pref.toyama.jp/cms_pfile/00008354/00275906.pdf
http://izoku-net.com/
https://www.kyoto-jsc.jp/
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巻

末

資
料 

諸
外

国

に
お

け

る
自

殺

の
現

状 

厚

生

労
働

省

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
w

p
/

h
a

k
u

s
y

o
/

jis
a

ts
u

/
1

7
/

d
l/

2
-

3
.p

d
f 

資

料

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

資

料

二 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料

三 

https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/jisatsu/17/dl/2-3.pdf
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